
2016年度教育後援会総会

2016年度教育後援会支部総会・教育懇談会
　兵庫県外にお住まいの保護者
の方も気軽にご参加いただける
よう、2016年度も全国18地区
にて教育懇談会を開催します。
ぜひご参加ください。
※詳細は、同封の『2016年度支
部総会・教育懇談会のご案内』
をご覧ください。
※出席を希望される方は、申込
締切日までに、同封のハガキ
にてお申し込みください。

各支部では、支部活動に携
わっていただける役員の募
集をしています。ご希望の
方は、教育後援会事務局
（078－974－1551）までご
連絡宜しくお願いします。
また、各支部より支部役員
のお誘いの連絡が入る場合
もありますので、ご了承くだ
さい。

　2016年度の教育後援会総会は昨年と同様兵庫支部総会と同日に開催されます。総会では予算・決算・会務計画等の
審議が行われますので、兵庫会場にお越しの方はご出席ください。
　また、総会が終了後、キャリアセンターによる就職説明会や、兵庫支部総会、昼食懇親会、各学部の教員との個別懇談
を予定しておりますので、併せてご参加よろしくお願いします。

※本学は駐車場がございません。お越しの
際には公共交通機関をご利用ください。
近隣商業施設等への迷惑駐車はお控え
ください。

2016年度教育後援会総会

2016年5月22日（日）
10：00～11：00 
（受付9：30～）

■ 日時
神戸学院大学
ポートアイランドキャンパス
D101講義室（D号館1階）

■ 場所

支部役員の募集

開催都市支部（地区） 会　場開催日

神 戸 市

金 沢 市

大 阪 市

津 市

福 岡 市

高 松 市

名古屋市

松 山 市

京 都 市

和歌山市

広 島 市

山 口 市

徳 島 市

熊 本 市

橿 原 市

高 知 市

米 子 市

岡 山 市

兵 庫

北 陸

大 阪

三 重

九州北部

香 川

東 海

愛 媛

京 滋

和 歌 山

広 島

山 口

徳 島

九州南部

奈 良

高 知

山 陰

岡 山

神戸学院大学ポートアイランドキャンパス

ガーデンホテル金沢

阪急ターミナルスクエア・17

ホテルグリーンパーク津

福岡サンパレス

高松東急REIホテル

名古屋マリオットアソシアホテル

国際ホテル松山

アパホテル京都駅前

ルミエール華月殿

メルパルクHIROSHIMA

山ログランドホテル

ホテルクレメント徳島

ホテルニューオータニ熊本

橿原ロイヤルホテル

高知商工会館

米子ワシントンホテルプラザ

岡山ロイヤルホテル

5月 22日（日）

5月 29日（日）

6月 4日（土）

6月 4日（土）

6月 5日（日）

6月 12日（日）

6月 18日（土）

6月 18日（土）

6月 19日（日）

6月 25日（土）

6月 25日（土）

6月 26日（日）

7月 2日（土）

7月 2日（土）

7月 3日（日）

7月 9日（土）

7月 10日（日）

7月 10日（日）

神戸学院大学 教育後援会
〒651-2180　兵庫県神戸市西区伊川谷町有瀬518番
TEL：078-974-1551（代）　MAIL：kouenkai@j.kobegakuin.ac.jp
http://www.kobegakuin.ac.jp/support/education_support/

地球環境保護のため、この印刷物にはFSC®認証紙および植物油インキを使用しています。

公式HPだけでは紹介しきれない神戸学院大学の
魅力を、随時更新しお伝えしています。

http://www.facebook.com/kobegakuinUniversity

facebook

★皆さまからの　　いいね！も
　お待ちしています。
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神戸学院大学創立50周年
特別三者対談
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1目次2 就任のご挨拶

　
若
葉
の
緑
が
目
に
も
鮮
や
か
な
こ
の
頃
、
皆
さ

ま
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
の
皆
様
方
に
は
、

日
頃
よ
り
、
活
動
に
対
し
て
ご
協
力
、
ご
理
解
頂

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
度
、
本
学
に
入
学
さ
れ
た
新
入
生
の

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
入
学
と
同
時
に
皆
様
が

当
後
援
会
の
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
歓
迎

申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
入
生
の
方
々
は
、
本
学
に
入
学
さ
れ
て
新
た

な
生
活
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一
抹
の
不
安
も
感

じ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

期
待
と
不
安
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
は
、
学
生
の
方
々

が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
、
そ
の
資
質
を
大

き
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
大
学
と
も

連
携
し
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
新
入
生
の
ご
家
族
の
方
に
も
、
是
非
、
後
援

会
活
動
に
ご
参
加
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
は
大
学
創
立
50
周
年
を
前
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
創

設
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
校
舎

Ｄ
号
館
が
運
用
開
始
さ
れ
る
な
ど
大
学
活
動
を
充

実
す
る
施
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
有
瀬
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
両
キ
ャ

ン
パ
ス
の
施
設
改
善
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し

て
き
た
本
学
で
す
が
、
次
の
50
年
に
向
け
、
更

に
飛
躍
す
る
土
壌
は
整
っ
て
き
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
私
も
、
微
力
な
が
ら
、
本
学
の
発
展
の
た
め
、

皆
様
と
と
も
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
神
戸
学
院
生
に
は
、
勉
学
に
励
む
の
は
勿
論
の

こ
と
、
先
生
方
や
学
友
、
地
域
の
皆
様
方
と
交
流

を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
課
外
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
将
来
の
日

本
、
世
界
を
切
り
開
く
原
動
力
と
な
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
当
後
援
会
で
は
、
各
地
で
の
支
部
活
動
や
会
員

交
流
事
業
だ
け
で
な
く
、
課
外
活
動
へ
の
援
助
や

学
生
生
活
支
援
の
た
め
の
奨
励
金
な
ど
の
事
業
に

よ
り
、
学
生
達
が
よ
り
よ
い
学
生
生
活
を
送
り
、

視
野
の
広
い
人
材
と
な
る
た
め
の
支
援
を
続
け
て

い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
勝
を
祈
念
し
て
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。

神戸学院大学　教育後援会　新会長　大石 日出雄
就任のご挨拶 Contents

教育後援会会長　就任のご挨拶

特 集
神戸学院大学創立50周年　特別三者対談
～劇的な変貌を遂げる神戸学院大学の50年の軌跡～

CAMPUS TOPICS
●神戸学院大学附属高等学校　ポートアイランドへの校舎移転
●就職支援協定締結（山口・島根）
●授業時間の変更について
●神戸学院大学創立50周年企画マナビーのLINEスタンプ
●学位記授与式　●入学式　●大学人事
●2016年4月1日　創立50周年記念「神戸学院大学 by AERA」発売
●「法学検定試験」アドバンスト（上級）コースに本学学生16人が合格！
●教育後援会大学創立50周年記念事業

医務室・学生相談室　体と心の健康サポート

ご家庭から支える就職活動　キャリアセンター

学生Topics
●平成27年度課外活動奨励賞　●学生チャレンジプロジェクト

教育後援会の主な取り組み

2016年度教育後援会役員のご紹介

グリーンフェスティバル／土曜公開講座

事務室 Information
●学生支援事務室　●図書館事務室
●経理事務室　●国際交流支援事務室

裏表紙
総会のご案内／支部総会・教育懇談会のご案内／支部役員募集
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本学は2016（平成28）年に
創立50周年を迎えます。
学名でもある「神戸」を象徴
する海を、青の波のライン
で表現。
生命の起源である海の「創
造性」や、神戸から世界につ
ながる「グローバル」の意味
も込めます。50年、100年
と積み重ねる伝統とともに、
大きく開かれた挑戦の
フィールドがあることを訴
求します。

神戸学院大学
創立50周年記念
ロゴマーク

070110　神戸学院大学　教育講演会会報138号　P01-02

16/021701m →022201m→030401m→030801m→031801m→032301m→032901m→03301m→033002m→040501m→



20162016

1目次2 就任のご挨拶

　
若
葉
の
緑
が
目
に
も
鮮
や
か
な
こ
の
頃
、
皆
さ

ま
に
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
の
皆
様
方
に
は
、

日
頃
よ
り
、
活
動
に
対
し
て
ご
協
力
、
ご
理
解
頂

き
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
ご

支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
こ
の
度
、
本
学
に
入
学
さ
れ
た
新
入
生
の

ご
家
族
の
皆
様
に
対
し
て
、
心
よ
り
お
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
入
学
と
同
時
に
皆
様
が

当
後
援
会
の
会
員
に
な
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
歓
迎

申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
入
生
の
方
々
は
、
本
学
に
入
学
さ
れ
て
新
た

な
生
活
を
始
め
る
こ
と
に
な
り
、
夢
や
希
望
を

持
っ
て
お
ら
れ
る
と
と
も
に
、
一
抹
の
不
安
も
感

じ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
家
族
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

期
待
と
不
安
を
抱
い
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　
神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
は
、
学
生
の
方
々

が
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送
り
、
そ
の
資
質
を
大

き
く
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
大
学
と
も

連
携
し
て
、
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
新
入
生
の
ご
家
族
の
方
に
も
、
是
非
、
後
援

会
活
動
に
ご
参
加
頂
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
度
は
大
学
創
立
50
周
年
を
前
に
、

グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
の
創

設
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
に
新
校
舎

Ｄ
号
館
が
運
用
開
始
さ
れ
る
な
ど
大
学
活
動
を
充

実
す
る
施
策
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
本
年
も
、
有
瀬
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
両
キ
ャ

ン
パ
ス
の
施
設
改
善
な
ど
の
事
業
が
行
わ
れ
ま

す
。

　
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
人
材
を
世
に
送
り
出
し

て
き
た
本
学
で
す
が
、
次
の
50
年
に
向
け
、
更

に
飛
躍
す
る
土
壌
は
整
っ
て
き
た
と
感
じ
て
お

り
ま
す
。

　
私
も
、
微
力
な
が
ら
、
本
学
の
発
展
の
た
め
、

皆
様
と
と
も
に
活
動
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま

す
。

　
神
戸
学
院
生
に
は
、
勉
学
に
励
む
の
は
勿
論
の

こ
と
、
先
生
方
や
学
友
、
地
域
の
皆
様
方
と
交
流

を
深
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
課
外
活
動

に
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
将
来
の
日

本
、
世
界
を
切
り
開
く
原
動
力
と
な
っ
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
当
後
援
会
で
は
、
各
地
で
の
支
部
活
動
や
会
員

交
流
事
業
だ
け
で
な
く
、
課
外
活
動
へ
の
援
助
や

学
生
生
活
支
援
の
た
め
の
奨
励
金
な
ど
の
事
業
に

よ
り
、
学
生
達
が
よ
り
よ
い
学
生
生
活
を
送
り
、

視
野
の
広
い
人
材
と
な
る
た
め
の
支
援
を
続
け
て

い
き
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
の
、
よ
り
一
層
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
ま
す

ま
す
の
ご
発
展
と
ご
健
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を
祈
念
し
て
挨
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と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。
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本学は2016（平成28）年に
創立50周年を迎えます。
学名でもある「神戸」を象徴
する海を、青の波のライン
で表現。
生命の起源である海の「創
造性」や、神戸から世界につ
ながる「グローバル」の意味
も込めます。50年、100年
と積み重ねる伝統とともに、
大きく開かれた挑戦の
フィールドがあることを訴
求します。
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3特集　神戸学院大学創立50周年特別三者対談～劇的な変貌を遂げる神戸学院大学の50年の軌跡～4 特集　神戸学院大学創立50周年特別三者対談～劇的な変貌を遂げる神戸学院大学の50年の軌跡～

岡
田　
神
戸
学
院
大
学
は
１
９
６
６
年
、
世
界

的
に
著
名
な
体
質
医
学
の
権
威
、
森
茂
樹
博
士

に
よ
っ
て
栄
養
学
部
栄
養
学
科
の
単
科
大
学
と

し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
運
営
上
の
モ
ッ
ト
ー

「
後
世
に
残
る
大
学
」
を
実
践
し
、
翌
年
、
法

学
部
と
経
済
学
部
、
72
年
に
は
薬
学
部
を
立
ち

上
げ
、
こ
の
時
点
で
既
に
文
理
バ
ラ
ン
ス
の
取

れ
た
総
合
大
学
と
し
て
評
価
を
受
け
る
よ
う
に

な
り
、
90
年
に
は
人
文
学
部
、
さ
ら
に
時
代
の

要
請
に
応
え
る
べ
く
、
２
０
０
４
年
に
は
経
営

学
部
、
05
年
に
は
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

学
部
を
開
設
し
、
神
戸
と
い
う
地
域
性
を
意
識

し
２
０
１
４
年
に
は
社
会
防
災
学
科
を
持
つ
現

代
社
会
学
部
、
15
年
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
を
開
設
し
ま
し
た
。

一
岡　
学
生
た
ち
の
学
び
の
場
と
し
て
、
飛
躍

的
な
発
展
を
遂
げ
て
き
た
の
で
す
ね
。

岡
田　
男
女
共
学
の
文
理
総
合
大
学
と
い
う
本

学
の
特
徴
は
学
び
の
場
と
し
て
と
て
も
良
い
環

境
だ
と
思
い
ま
す
。
得
意
分
野
や
考
え
方
が
違

い
、
さ
ま
ざ
ま
な
個
性
を
持
っ
た
学
生
が
同
じ

キ
ャ
ン
パ
ス
で
４
年
間
、
ま
た
は
６
年
間
を
過

ご
す
こ
と
で
人
間
的
な
広
が
り
が
期
待
で
き
ま

す
。
社
会
に
出
て
か
ら
も
驚
く
こ
と
な
く
溶
け

込
め
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
07
年

の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
に

よ
っ
て
県
庁
や
市
役
所
、
多
く
の
企
業
が
地
理

的
に
近
く
な
り
、
社
会
と
の
接
触
が
飛
躍
的
に

広
が
っ
て
き
た
と
肌
で
感
じ
て
い
ま
す
。

木
村　
同
窓
会
に
も
ど
ん
ど
ん
と
新
し
い
世
代

が
入
っ
て
き
て
く
れ
て
い
ま
す
。
神
戸
で
仕
事

を
し
て
い
る
と
同
窓
生
と
会
う
機
会
が
た
く
さ

ん
あ
る
と
思
い
ま
す
よ
。
九
州
で
仕
事
を
す
る

私
で
す
ら
、
先
日
お
会
い
し
た
方
と
お
話
し
し

て
い
る
う
ち
に
同
窓
生
だ
と
分
か
り
感
激
し
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
り
ま
す
。
神
戸
学
院

大
学
か
ら
多
く
の
人
材
が
巣
立
っ
て
き
て
い
る

の
で
す
ね
。
50
年
の
重
み
を
実
感
し
ま
す
。

木
村　
１
９
７
６
年
に
設
立
さ
れ
た
同
窓
会
は
、

近
畿
地
区
で
の
活
動
か
ら
始
め
、
支
部
を
一
つ

一
つ
立
ち
上
げ
、
今
で
は
本
部
と
19
支
部
の
集

合
体
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。

岡
田　
本
学
に
は
、
主
に
東
海
地
方
か
ら
西
、

南
は
沖
縄
ま
で
の
学
生
が
い
ま
す
の
で
、
卒
業

後
地
元
へ
帰
り
仕
事
を
し
な
が
ら
同
窓
会
組
織

作
り
に
取
り
組
み
、
ど
ん
ど
ん
輪
を
広
げ
て

い
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
で
す
ね
。

木
村　
同
窓
会
の
目
的
は
卒
業
生
の
親
睦
と
大

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
で
す
。
卒
業
後
は

仲
間
入
り
し
、
大
学
の
た
め
に
尽
力
し
て
も
ら

う
と
こ
ろ
を
目
指
し
、
近
年
は
在
校
生
に
向
け

て
解
放
し
て
同
窓
会
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
単
独

で
は
難
し
く
、
大
学
の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
進

め
て
い
ま
す
の
で
こ
こ
数
年
で
大
学
や
学
生
と

の
距
離
が
非
常
に
縮
ま
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

学
長
か
ら
は
常
に
課
題
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
感
じ
つ
つ
で
す
が
（
笑
）
。

岡
田　
課
題
な
ど
と
ん
で
も
な
い
。
日
頃
か
ら

ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
学
生
の
キ
ャ

リ
ア
支
援
も
以
前
か
ら
同
窓
会
か
ら
の
ご
提
案

で
「
社
会
人
へ
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
」
を
一
年
数
回
の
ペ
ー
ス
で
開
催
し
て
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
学
生
の
た
め
に
ど
う
い
う
形

が
良
い
の
か
考
え
た
結
果
、
や
は
り
先
輩
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
最
も
強
く
伝
わ
る
だ
ろ
う
と
、

「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
塾
」
と
い

う
名
称
で
正
規
の
授
業
で
お
話
し
い
た
だ
き
た

い
と
お
願
い
し
ま
し
た
。
時
代
は
違
い
ま
す
が

同
じ
大
学
で
４
年
、
ま
た
は
６
年
を
過
ご
し
た

先
輩
と
は
同
じ
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
培
わ
れ
て
い
る
は
ず
。

自
分
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
た
の
で
す
。

木
村　
学
長
か
ら
の
ご
提
案
を
受
け
、
私
も
２

０
１
２
年
の
初
回
に
講
師
と
し
て
教
壇
に
立
ち

ま
し
た
。
学
生
た
ち
に
話
し
か
け
る
な
ど
初
め

て
の
経
験
。
プ
ロ
の
講
師
に
レ
ク
チ
ャ
ー
を
お

願
い
す
る
な
ど
し
て
事
前
に
猛
勉
強
し
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
実
際
教
壇
に
立
っ
て
み
る
と
自
分
の

言
葉
で
喋
っ
て
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
自
分

な
り
の
冗
談
な
ど
言
っ
て
み
ま
し
た
が
、
こ
れ

が
全
く
ウ
ケ
ず
、
教
室
が
シ
ー
ン
（
笑
）
。
そ

れ
で
も
学
生
た
ち
は
真
剣
に
聴
い
て
く
れ
て
い

ま
し
た
ね
。
私
の
ポ
リ
シ
ー
「
仕
事
で
は
誠
実

さ
が
全
て
」
を
何
と
か
分
か
っ
て
も
ら
い
た
い

常
に
未
来
志
向
で
歩
ん
で
き
た

大
学
50
年
を
振
り
返
る

創立50年を迎え、大学、同窓会、教育後援会のこれまでの歩み、現在、
そしてこれからの三者の在り方について語っていただきました。

創立50年を迎え、大学、同窓会、教育後援会のこれまでの歩み、現在、
そしてこれからの三者の在り方について語っていただきました。
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と
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る
大
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を
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す
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大
学
と
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窓
会
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学
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ア
デ
ザ
イ
ン
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応
援
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と
い
う
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
悪
戦
苦

闘
す
る
先
輩
が
可
哀
そ
う
だ
っ
た
の
か…

。

一
岡　
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
く
（
笑
）
、
普

段
と
は
違
う
授
業
は
興
味
を
持
っ
て
聴
け
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
親
の
言
う
こ
と
に

な
ど
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
先
輩
の
言

葉
は
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

こ
う
い
っ
た
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

頼
り
に
な
る
先
輩
方
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

そ
の
ご
縁
を
就
職
活
動
に
役
立
て
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
同
窓
会
と
い
う
戻
る
べ
き
場
所
が
あ

る
と
い
う
安
心
感
を
持
て
ま
す
。
保
護
者
と
し

て
も
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
田　
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
人
生
の
岐
路
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
ご
縁
で
就
職
が
決
ま
っ
た
学
生
も
い
ま
す

か
ら
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
学
部
を
卒
業
し
、
幅
広

く
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

学
生
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
選
択
肢
も

増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

木
村　
私
た
ち
も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
毎
回
、
講
師
役
の
同
窓
生
が
一

生
懸
命
に
勉
強
し
講
義
に
臨
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。
「
や
っ
ぱ
り
無
理
で
す
」
な
ど
と
い
う
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
真
面
目
さ
、

誠
実
さ
が
神
戸
学
院
大
学
の
校
風
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

一
岡　
教
育
後
援
会
は
１
９
７
０
年
に
父
母
会

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
役
割
は
大

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
課
外
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
大
学
祭
な
ど
で
学
生

支
援
を
し
な
が
ら
、
大
学
と
保
護
者
と
の
懸
け

橋
的
な
存
在
に
な
る
こ
と
で
す
。
保
護
者
の
安

心
の
た
め
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
の
各

支
部
で
年
一
回
開
催
す
る
総
会
に
併
せ
て
実
施

さ
れ
る
教
育
懇
談
会
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
各
学
部
の
先
生
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
学
習
状
況
や
就
職
に
つ
い
て
保
護
者
一

人
一
人
に
丁
寧
に
対
応
い
た
だ
き
、
非
常
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

岡
田　
私
も
本
学
に
着
任
当
初
か
ら
で
き
る
限

り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
参
加
し
意
見
交

換
や
個
別
懇
談
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
教
育
後
援
会
の
周
到
な
ご

準
備
の
下
、
私
た
ち
は
会
場
へ
行
く
だ
け
で
す
。

ご
苦
労
も
お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

一
岡　
確
か
に
、
総
会
と
教
育
懇
談
会
の
時
期

は
役
員
の
負
担
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
本

部
と
協
力
し
な
が
ら
各
支
部
が
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
代
表
の
私
も
そ
れ
に
応
え
う
る
準

備
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
私
自

身
は
こ
の
役
を
楽
し
ん
で
や
ろ
う
と
決
め
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
「
大
変
や
な
あ
」
と

感
じ
た
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。
む
し

ろ
、
保
護
者
の
意
見
や
要
望
を
大
学
に
お
伝
え

す
る
機
会
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

岡
田　
頂
戴
し
た
ご
意
見
は
大
学
運
営
や
学
生

の
た
め
の
取
り
組
み
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
１
０
０
円
朝
食
も
そ
の
一
つ
で
す
。

「
朝
食
を
ち
ゃ
ん
と
と
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
学
生
の
親

御
さ
ん
か
ら
の
ご
心
配
の
お
声
に
応
え
、
教
育

後
援
会
か
ら
の
補
助
を
い
た
だ
き
実
現
し
ま
し

た
。
個
別
懇
談
で
は
、
数
字
に
表
れ
て
い
る
成

績
や
出
席
状
況
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
子
ど
も

の
日
頃
の
様
子
を
知
り
た
い
と
い
う
ご
要
望
に

応
じ
て
、
前
も
っ
て
参
加
さ
れ
る
保
護
者
リ
ス

ト
を
作
成
し
、
最
も
学
生
と
密
に
接
し
て
い
る

ゼ
ミ
の
担
任
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
出

席
す
る
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
、
詳
し

い
情
報
を
得
た
教
職
員
が
対
応
す
る
と
い
う
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

木
村　
同
窓
会
と
後
援
会
の
支
部
間
交
流
の
一

環
と
し
て
総
会
に
参
加
し
た
際
、
私
も
懇
談
会

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
手

厚
い
対
応
に
驚
き
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
恵
ま
れ

た
機
会
は
な
か
な
か
な
い
で
す
か
ら
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
は
利
用
を
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
就
職
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
が
お
役
に
立
て
る

分
野
で
す
の
で
、
可
能
な
連
携
協
力
も
今
後
の

課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
田　
就
職
に
関
し
て
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
時
代
と
は
か
な
り
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
上
で
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
個
別
に
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
心
強
い
で
す
ね
。

岡
田　
本
学
は
学
生
数
約
１
万
人
、
神
戸
市
内

で
は
最
も
規
模
の
大
き
な
私
立
の
総
合
大
学
へ

と
成
長
し
、
卒
業
生
は
約
７
万
７
千
人
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
年
本
学
に
入
学
し

て
き
て
く
れ
る
２
千
５
０
０
人
も
の
学
生
の
期

待
や
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え
す

る
こ
と
に
責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

夢
を
実
現
さ
せ
て
、
神
戸
学
院
生
だ
っ
た
こ
と

に
誇
り
と
信
念
を
持
っ
て
卒
業
し
、
社
会
に
出

て
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
折
に
触
れ
神
戸
学
院

を
思
い
出
し
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
関
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

大
学
が
こ
の
大
き
な
責
任
を
果
た
す
上
で
、
同

窓
会
、
教
育
後
援
会
の
ご
支
援
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
さ
ら
に
こ
こ
２
、
３
年
は
同
窓
会

と
後
援
会
が
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
よ
う
と
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
心
強
い
限
り
で

す
。

一
岡　
同
窓
生
は
在
校
生
に
大
き
な
力
添
え
を

い
た
だ
く
存
在
で
す
。
そ
の
お
力
を
十
分
に
生

か
す
こ
と
が
教
育
後
援
会
の
役
割
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
単
体
で
活
動
す
る
立
場
を

取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
と
保
護
者
の
懸
け

橋
と
い
う
役
割
の
中
に
同
窓
会
を
明
確
に
盛
り

込
み
、
さ
ら
に
そ
の
存
在
や
立
場
を
私
た
ち
か

ら
発
信
し
、
今
後
は
三
者
で
連
携
で
き
る
ス
タ

ン
ス
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

木
村　
支
部
で
は
お
互
い
の
総
会
に
出
席
す
る

な
ど
連
携
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か

な
か
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
何
故
か
？
後
援
会
の

窓
口
が
１
年
ご
と
に
変
わ
る
と
い
う
や
む
を
得

な
い
事
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
部
同
士
の

意
思
の
疎
通
が
成
さ
れ
て
い
な
い
と
気
付
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
一
致
し
た
意
見
を
大
学
に
お
伝
え
し
協

力
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
実
は
50
周
年
記
念

事
業
も
本
来
共
同
で
や
る
べ
き
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
組
織
の
事
情
が
全
く
違
い

ま
す
か
ら
ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題

も
多
く
、
今
回
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
岡　
一
緒
に
で
き
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が

…

。
私
ど
も
は
学
生
が
満
足
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
い
う
立
場
で
す
の
で
、
要
望
の
中
か
ら

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
と
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
改
装
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

木
村　
同
窓
会
か
ら
は
、
50
周
年
の
大
学
広
報

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
、

未
来
を
つ
く
る
」
を
支
援
で
き
る
こ
と
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
寄
付
に
決
定
し
ま
し
た
。

岡
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

「
神
戸
と
い
え
ば
、
神
戸
学
院
」
と
広
く
認
識

し
て
い
た
だ
け
る
大
学
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て

は
、
や
は
り
日
々
の
取
り
組
み
と
し
て
教
育
後

援
会
か
ら
の
ご
支
援
、
そ
し
て
「
大
学
の
宝
」

で
あ
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
は
大
き
な

力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

２
０
１
３
年
の
香
川
県
を
皮
切
り
に
、
今
年
２

月
に
は
８
つ
目
の
島
根
県
と
就
職
支
援
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
が
、
同
窓
会
支
部
か
ら

細
か
い
情
報
を
い
た
だ
き
、
保
護
者
や
学
生
の

希
望
を
伝
え
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
学
生
の
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
希
望
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
の
最
終
目
標
の
就

職
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
窓
会
と
教
育
後

援
会
、
大
学
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
連
携
が

「
学
生
の
満
足
度
の
高
い
大
学
」
実
現
に
つ
な

が
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
村　
「
大
学
の
宝
」
は
同
窓
生
の
一
人
と
し

て
ち
ょ
っ
と
く
す
ぐ
っ
た
い
で
す
が
、
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
で
き
る
限
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
岡　
教
育
後
援
会
は
、
大
学
や
同
窓
会
と
ス

ポ
ッ
ト
で
し
か
関
わ
る
こ
と
の
な
い
立
場
で
す
。

私
も
も
う
す
ぐ
１
年
の
任
期
を
終
え
ま
す
が
、

三
者
の
連
携
を
深
め
、
ま
た
同
窓
会
と
教
育
後

援
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
環
境

づ
く
り
を
後
任
へ
と
引
き
継
ぎ
、
「
創
立
50
周

年
の
頃
が
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
嬉

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
世
に
残
る
大
学
に

向
け
て
、
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

三
者
で
連
携
で
き
る
ス
タ
ン
ス
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い

三
者
で
連
携
で
き
る
ス
タ
ン
ス
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い

真
面
目
さ
、
誠
実
さ
が
神
戸
学
院
大
学
の

校
風
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

真
面
目
さ
、
誠
実
さ
が
神
戸
学
院
大
学
の

校
風
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

三
位
一
体
で
目
指
す

学
生
の
満
足
度
の
高
い
大
学

大
学
と
教
育
後
援
会
の
連
携
で
、

保
護
者
の
安
心
と

充
実
し
た
学
生
生
活
を
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と
い
う
一
生
懸
命
さ
が
伝
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
と
も
冷
や
汗
を
か
き
な
が
ら
悪
戦
苦

闘
す
る
先
輩
が
可
哀
そ
う
だ
っ
た
の
か…

。

一
岡　
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
く
（
笑
）
、
普

段
と
は
違
う
授
業
は
興
味
を
持
っ
て
聴
け
る
の

だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
は
親
の
言
う
こ
と
に

な
ど
耳
を
傾
け
て
く
れ
ま
せ
ん
が
、
先
輩
の
言

葉
は
素
直
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

こ
う
い
っ
た
機
会
を
作
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

頼
り
に
な
る
先
輩
方
と
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、

そ
の
ご
縁
を
就
職
活
動
に
役
立
て
、
社
会
に
出

て
か
ら
も
同
窓
会
と
い
う
戻
る
べ
き
場
所
が
あ

る
と
い
う
安
心
感
を
持
て
ま
す
。
保
護
者
と
し

て
も
非
常
に
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

岡
田　
学
生
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
人
生
の
岐
路
に
も
な
り
ま
す
。

こ
の
ご
縁
で
就
職
が
決
ま
っ
た
学
生
も
い
ま
す

か
ら
ね
。
い
ろ
い
ろ
な
学
部
を
卒
業
し
、
幅
広

く
活
躍
さ
れ
て
い
る
先
輩
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

学
生
た
ち
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
の
選
択
肢
も

増
え
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

木
村　
私
た
ち
も
良
い
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
毎
回
、
講
師
役
の
同
窓
生
が
一

生
懸
命
に
勉
強
し
講
義
に
臨
ん
で
く
れ
て
い
ま

す
。
「
や
っ
ぱ
り
無
理
で
す
」
な
ど
と
い
う
こ

と
は
一
度
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
真
面
目
さ
、

誠
実
さ
が
神
戸
学
院
大
学
の
校
風
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
誇
り
に
感
じ
て
い
ま
す
。

一
岡　
教
育
後
援
会
は
１
９
７
０
年
に
父
母
会

と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
役
割
は
大

学
の
発
展
に
寄
与
す
る
と
と
も
に
、
課
外
活
動

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
大
学
祭
な
ど
で
学
生

支
援
を
し
な
が
ら
、
大
学
と
保
護
者
と
の
懸
け

橋
的
な
存
在
に
な
る
こ
と
で
す
。
保
護
者
の
安

心
の
た
め
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
全
国
の
各

支
部
で
年
一
回
開
催
す
る
総
会
に
併
せ
て
実
施

さ
れ
る
教
育
懇
談
会
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
各
学
部
の
先
生
方
に
お
越
し
い
た

だ
き
、
学
習
状
況
や
就
職
に
つ
い
て
保
護
者
一

人
一
人
に
丁
寧
に
対
応
い
た
だ
き
、
非
常
に
喜

ば
れ
て
い
ま
す
。

岡
田　
私
も
本
学
に
着
任
当
初
か
ら
で
き
る
限

り
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
参
加
し
意
見
交

換
や
個
別
懇
談
で
対
応
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
と
は
い
え
、
教
育
後
援
会
の
周
到
な
ご

準
備
の
下
、
私
た
ち
は
会
場
へ
行
く
だ
け
で
す
。

ご
苦
労
も
お
あ
り
だ
と
思
い
ま
す
。

一
岡　
確
か
に
、
総
会
と
教
育
懇
談
会
の
時
期

は
役
員
の
負
担
も
大
き
い
と
思
い
ま
す
が
、
本

部
と
協
力
し
な
が
ら
各
支
部
が
頑
張
っ
て
く
れ

て
い
ま
す
。
代
表
の
私
も
そ
れ
に
応
え
う
る
準

備
を
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
が
、
私
自

身
は
こ
の
役
を
楽
し
ん
で
や
ろ
う
と
決
め
て
活

動
し
て
き
ま
し
た
の
で
、
「
大
変
や
な
あ
」
と

感
じ
た
記
憶
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
す
ね
。
む
し

ろ
、
保
護
者
の
意
見
や
要
望
を
大
学
に
お
伝
え

す
る
機
会
を
提
供
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

岡
田　
頂
戴
し
た
ご
意
見
は
大
学
運
営
や
学
生

の
た
め
の
取
り
組
み
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
１
０
０
円
朝
食
も
そ
の
一
つ
で
す
。

「
朝
食
を
ち
ゃ
ん
と
と
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
」

と
い
う
、
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
学
生
の
親

御
さ
ん
か
ら
の
ご
心
配
の
お
声
に
応
え
、
教
育

後
援
会
か
ら
の
補
助
を
い
た
だ
き
実
現
し
ま
し

た
。
個
別
懇
談
で
は
、
数
字
に
表
れ
て
い
る
成

績
や
出
席
状
況
だ
け
で
な
く
、
も
っ
と
子
ど
も

の
日
頃
の
様
子
を
知
り
た
い
と
い
う
ご
要
望
に

応
じ
て
、
前
も
っ
て
参
加
さ
れ
る
保
護
者
リ
ス

ト
を
作
成
し
、
最
も
学
生
と
密
に
接
し
て
い
る

ゼ
ミ
の
担
任
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
合
わ
せ
て
出

席
す
る
、
や
む
を
得
な
い
場
合
に
限
り
、
詳
し

い
情
報
を
得
た
教
職
員
が
対
応
す
る
と
い
う
体

制
を
整
え
ま
し
た
。

木
村　
同
窓
会
と
後
援
会
の
支
部
間
交
流
の
一

環
と
し
て
総
会
に
参
加
し
た
際
、
私
も
懇
談
会

を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
非
常
に
手

厚
い
対
応
に
驚
き
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
恵
ま
れ

た
機
会
は
な
か
な
か
な
い
で
す
か
ら
、
保
護
者

の
皆
さ
ん
に
は
利
用
を
お
勧
め
し
た
い
で
す
ね
。

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
就
職
に
つ
い
て
の

説
明
も
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
が
お
役
に
立
て
る

分
野
で
す
の
で
、
可
能
な
連
携
協
力
も
今
後
の

課
題
の
一
つ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

岡
田　
就
職
に
関
し
て
は
、
保
護
者
の
皆
さ
ん

の
時
代
と
は
か
な
り
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
ま

す
の
で
、
ま
ず
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
上
で
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば
個
別
に
ご
相
談
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
同
窓
会
の
協
力
を

い
た
だ
け
れ
ば
心
強
い
で
す
ね
。

岡
田　
本
学
は
学
生
数
約
１
万
人
、
神
戸
市
内

で
は
最
も
規
模
の
大
き
な
私
立
の
総
合
大
学
へ

と
成
長
し
、
卒
業
生
は
約
７
万
７
千
人
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
毎
年
本
学
に
入
学
し

て
き
て
く
れ
る
２
千
５
０
０
人
も
の
学
生
の
期

待
や
卒
業
生
の
皆
さ
ま
の
ご
期
待
に
お
応
え
す

る
こ
と
に
責
任
の
大
き
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

夢
を
実
現
さ
せ
て
、
神
戸
学
院
生
だ
っ
た
こ
と

に
誇
り
と
信
念
を
持
っ
て
卒
業
し
、
社
会
に
出

て
貢
献
す
る
と
と
も
に
、
折
に
触
れ
神
戸
学
院

を
思
い
出
し
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
関
わ
っ
て

い
た
だ
け
る
の
は
非
常
に
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

大
学
が
こ
の
大
き
な
責
任
を
果
た
す
上
で
、
同

窓
会
、
教
育
後
援
会
の
ご
支
援
は
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
。
さ
ら
に
こ
こ
２
、
３
年
は
同
窓
会

と
後
援
会
が
横
の
つ
な
が
り
を
強
め
よ
う
と
努

め
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
も
心
強
い
限
り
で

す
。

一
岡　
同
窓
生
は
在
校
生
に
大
き
な
力
添
え
を

い
た
だ
く
存
在
で
す
。
そ
の
お
力
を
十
分
に
生

か
す
こ
と
が
教
育
後
援
会
の
役
割
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
従
来
は
単
体
で
活
動
す
る
立
場
を

取
っ
て
い
ま
し
た
が
、
大
学
と
保
護
者
の
懸
け

橋
と
い
う
役
割
の
中
に
同
窓
会
を
明
確
に
盛
り

込
み
、
さ
ら
に
そ
の
存
在
や
立
場
を
私
た
ち
か

ら
発
信
し
、
今
後
は
三
者
で
連
携
で
き
る
ス
タ

ン
ス
を
次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

木
村　
支
部
で
は
お
互
い
の
総
会
に
出
席
す
る

な
ど
連
携
が
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
な
か

な
か
長
続
き
し
ま
せ
ん
。
何
故
か
？
後
援
会
の

窓
口
が
１
年
ご
と
に
変
わ
る
と
い
う
や
む
を
得

な
い
事
情
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
本
部
同
士
の

意
思
の
疎
通
が
成
さ
れ
て
い
な
い
と
気
付
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
常
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
、
一
致
し
た
意
見
を
大
学
に
お
伝
え
し
協

力
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
実
は
50
周
年
記
念

事
業
も
本
来
共
同
で
や
る
べ
き
と
い
う
思
い
も

あ
っ
た
の
で
す
が
、
組
織
の
事
情
が
全
く
違
い

ま
す
か
ら
ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題

も
多
く
、
今
回
は
断
念
せ
ざ
る
を
得
ず
、
そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

一
岡　
一
緒
に
で
き
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す
が

…

。
私
ど
も
は
学
生
が
満
足
で
き
る
環
境
を
整

え
る
と
い
う
立
場
で
す
の
で
、
要
望
の
中
か
ら

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ン
パ
ス
の
グ
ラ
ウ
ン

ド
整
備
と
有
瀬
キ
ャ
ン
パ
ス
の
食
堂
改
装
を
支

援
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

木
村　
同
窓
会
か
ら
は
、
50
周
年
の
大
学
広
報

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
「
夢
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
、

未
来
を
つ
く
る
」
を
支
援
で
き
る
こ
と
に
役
立

て
て
い
た
だ
く
寄
付
に
決
定
し
ま
し
た
。

岡
田　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も

「
神
戸
と
い
え
ば
、
神
戸
学
院
」
と
広
く
認
識

し
て
い
た
だ
け
る
大
学
を
目
指
す
に
あ
た
っ
て

は
、
や
は
り
日
々
の
取
り
組
み
と
し
て
教
育
後

援
会
か
ら
の
ご
支
援
、
そ
し
て
「
大
学
の
宝
」

で
あ
る
同
窓
生
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
は
大
き
な

力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

２
０
１
３
年
の
香
川
県
を
皮
切
り
に
、
今
年
２

月
に
は
８
つ
目
の
島
根
県
と
就
職
支
援
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
が
、
同
窓
会
支
部
か
ら

細
か
い
情
報
を
い
た
だ
き
、
保
護
者
や
学
生
の

希
望
を
伝
え
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
学
生
の
Ｕ

タ
ー
ン
就
職
希
望
を
実
現
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
学
生
の
最
終
目
標
の
就

職
で
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
同
窓
会
と
教
育
後

援
会
、
大
学
の
三
位
一
体
と
な
っ
た
連
携
が

「
学
生
の
満
足
度
の
高
い
大
学
」
実
現
に
つ
な

が
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

木
村　
「
大
学
の
宝
」
は
同
窓
生
の
一
人
と
し

て
ち
ょ
っ
と
く
す
ぐ
っ
た
い
で
す
が
、
卒
業
生

で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
、
で
き
る
限
り
の

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一
岡　
教
育
後
援
会
は
、
大
学
や
同
窓
会
と
ス

ポ
ッ
ト
で
し
か
関
わ
る
こ
と
の
な
い
立
場
で
す
。

私
も
も
う
す
ぐ
１
年
の
任
期
を
終
え
ま
す
が
、

三
者
の
連
携
を
深
め
、
ま
た
同
窓
会
と
教
育
後

援
会
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
る
環
境

づ
く
り
を
後
任
へ
と
引
き
継
ぎ
、
「
創
立
50
周

年
の
頃
が
一
つ
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
」
と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
れ
ば
嬉

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
後
世
に
残
る
大
学
に

向
け
て
、
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

三
者
で
連
携
で
き
る
ス
タ
ン
ス
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い

三
者
で
連
携
で
き
る
ス
タ
ン
ス
を

次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で
い
き
た
い

真
面
目
さ
、
誠
実
さ
が
神
戸
学
院
大
学
の

校
風
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

真
面
目
さ
、
誠
実
さ
が
神
戸
学
院
大
学
の

校
風
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

三
位
一
体
で
目
指
す

学
生
の
満
足
度
の
高
い
大
学

大
学
と
教
育
後
援
会
の
連
携
で
、

保
護
者
の
安
心
と

充
実
し
た
学
生
生
活
を
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神戸学院大学附属高等学校

ポートアイランドへの校舎移転
　神戸学院の校祖・森わさが、1912年（明治45年）に「報恩感謝・自治勤労」を
校訓として、わずか8人の生徒で授業を開始した森裁縫女学校。これが、神戸学
院大学附属高校の始まりです。今回、校舎が築後80年あまりを経過して老朽
化が進んだことや、グラウンドなどの施設も手狭になったことで移転を決定。
神戸市兵庫区よりポートアイランドの地に移転することになりました。新しい校
舎は、大学のポートアイランドキャンパスに近接する敷地に建設。総敷地面積
は約48,000m2となり、現在の約5倍の広さに拡張します。 
　ポートアイランドに移転することで、施設・設備での安全、快適な教育環境が
整うだけでなく、学習面やクラブ活動などにおいても大学との連携を密に図る
ことが可能になります。こうした高大連携の強化は、神戸学院全体の教育の質
を押し上げ、地域の教育に対する貢献にもつながるものと期待しています。 

　有瀬キャンパスの第一体育館にて3月22日（火）、平成
27年度学位記授与式が挙行され、1,906名の卒業生が母
校を巣立ちました。

　本学は2015年12月24日付で、山口県と「就職支援に関
する協定」を締結しました。地域経済を支える人材の育成、
確保に向けて、本学と山口県の双方が連携・協力するのが
目的です。学生に対する県内企業情報、各種イベントなど
の提供、学内での山口県企業合同説明会の開催などを行
い、同県出身学生のＵターン就職を支援します。
　本学は、同様の協定を四国4県と鳥取県、岡山県と既に
結んでおり、山口県は7番目。2015年4月時点で山口県出
身の学生は127人在籍。今春卒業した学生のＵターン率は
32.3％でした。

島根県と就職支援協定を締結山口県と就職支援協定を締結
　本学と島根県は2016年2月4日、「就職支援に関する協
定書」を締結。この日11時過ぎから、県庁内で行われた調
印式で、岡田豊基学長と溝口善兵衛知事が協定書にサイン
しました。本学は、四国4県と鳥取県、岡山県、山口県と既に
協定を結んでおり島根県が8番目です。
　協定は、地域経済を支える人材の育成、確保に向け、双方
が連携・協力するのが目的。具体的には、学生に対する県内
企業情報、各種イベントなどの提供、学内で島根県企業合
同説明会の開催などで、学生の島根県へのＵ・Iターン就職
の促進と支援を行います。2015年4月時点、島根県出身の
学生は86人。過去3年間の学生のＵターン率は19.6％です。

学位記授与式
　平成28年度入学式が4月6日（水）、ワールド記念ホール
にて挙行されました。
本年度は、大学創立50周年を記念した入学式であり、在学
生、教職員、同窓生が一体になって入学式を盛り上げました。

法学部、経済学部、経営学部、人文学部、現代社会
学部、グローバル・コミュニケーション学部、総合リ
ハビリテーション学部、栄養学部、薬学部、大学院

入学式

　神戸学院大学の不思議なキャラクター「マナビー」が
LINEスタンプに登場！大学創立50周年を記念し、2017年
3月までの期間限定で発売します。学生のアイデアでスタ
ンプを考えました。マナビーが笑ったり泣いたり、トークで
大活躍！　　　　　※収益は全額記念事業募金に繰り入れます

神戸学院大学 創立 50周年企画
マナビーの LINEスタンプ

　2015年4月からのキャンパス再編に伴い、始業時間を9
時30分からとした新しい授業時間がこの1年間運用されて
きましたが、昼休み時間を10分延長した授業時間への変更
が決定しました。

授業時間の変更について CAMPUS
TOPICS

ワールド記念ホール
（神戸ポートアイランドホール）

学生による学歌・讃歌斉唱等■入学式
課外活動団体によるパフォーマンス等■歓迎式

午後1時30 分～

■発令事項

人文学部長 寺嶋 秀明
経営学部長 今野 　勤
学生支援センター所長 田中 康介
学長補佐 早木 仁成

人文学部長 早木 仁成
経営学部長 田中 康介
学生支援センター所長 塩出 省吾

キャリア教育センター所長 古田 恒輔
学長補佐 西垣 千春
学長補佐 渡部 尚史

1）退任４名 2）就任6名

第1時限
インターバル
第2時限
昼休み
第3時限

インターバル
第4時限

インターバル
第5時限

インターバル
第6時限

時　限

  9：30～11：00
15分

11：15～12：45
50分

13：35～15：05
15分

15：20～16：50
15分

17：05～18：35
15分

18：50～20：20

現　行

  9：30～11：00
15分

11：15～12：45
60分

13：45～15：15
15分

15：30～17：00
15分

17：15～18：45
15分

19：00～20：30

2016年度～

大学人事 ４月１日付で、教員の役職者について次のとおり人事発令がありました。

40種類セット
50コイン
（税込120円）

LINEストアで
『マナビー』で検索！
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神戸学院大学附属高等学校

ポートアイランドへの校舎移転
　神戸学院の校祖・森わさが、1912年（明治45年）に「報恩感謝・自治勤労」を
校訓として、わずか8人の生徒で授業を開始した森裁縫女学校。これが、神戸学
院大学附属高校の始まりです。今回、校舎が築後80年あまりを経過して老朽
化が進んだことや、グラウンドなどの施設も手狭になったことで移転を決定。
神戸市兵庫区よりポートアイランドの地に移転することになりました。新しい校
舎は、大学のポートアイランドキャンパスに近接する敷地に建設。総敷地面積
は約48,000m2となり、現在の約5倍の広さに拡張します。 
　ポートアイランドに移転することで、施設・設備での安全、快適な教育環境が
整うだけでなく、学習面やクラブ活動などにおいても大学との連携を密に図る
ことが可能になります。こうした高大連携の強化は、神戸学院全体の教育の質
を押し上げ、地域の教育に対する貢献にもつながるものと期待しています。 

　有瀬キャンパスの第一体育館にて3月22日（火）、平成
27年度学位記授与式が挙行され、1,906名の卒業生が母
校を巣立ちました。

　本学は2015年12月24日付で、山口県と「就職支援に関
する協定」を締結しました。地域経済を支える人材の育成、
確保に向けて、本学と山口県の双方が連携・協力するのが
目的です。学生に対する県内企業情報、各種イベントなど
の提供、学内での山口県企業合同説明会の開催などを行
い、同県出身学生のＵターン就職を支援します。
　本学は、同様の協定を四国4県と鳥取県、岡山県と既に
結んでおり、山口県は7番目。2015年4月時点で山口県出
身の学生は127人在籍。今春卒業した学生のＵターン率は
32.3％でした。

島根県と就職支援協定を締結山口県と就職支援協定を締結
　本学と島根県は2016年2月4日、「就職支援に関する協
定書」を締結。この日11時過ぎから、県庁内で行われた調
印式で、岡田豊基学長と溝口善兵衛知事が協定書にサイン
しました。本学は、四国4県と鳥取県、岡山県、山口県と既に
協定を結んでおり島根県が8番目です。
　協定は、地域経済を支える人材の育成、確保に向け、双方
が連携・協力するのが目的。具体的には、学生に対する県内
企業情報、各種イベントなどの提供、学内で島根県企業合
同説明会の開催などで、学生の島根県へのＵ・Iターン就職
の促進と支援を行います。2015年4月時点、島根県出身の
学生は86人。過去3年間の学生のＵターン率は19.6％です。

学位記授与式
　平成28年度入学式が4月6日（水）、ワールド記念ホール
にて挙行されました。
本年度は、大学創立50周年を記念した入学式であり、在学
生、教職員、同窓生が一体になって入学式を盛り上げました。

法学部、経済学部、経営学部、人文学部、現代社会
学部、グローバル・コミュニケーション学部、総合リ
ハビリテーション学部、栄養学部、薬学部、大学院

入学式

　神戸学院大学の不思議なキャラクター「マナビー」が
LINEスタンプに登場！大学創立50周年を記念し、2017年
3月までの期間限定で発売します。学生のアイデアでスタ
ンプを考えました。マナビーが笑ったり泣いたり、トークで
大活躍！　　　　　※収益は全額記念事業募金に繰り入れます

神戸学院大学 創立 50周年企画
マナビーの LINEスタンプ

　2015年4月からのキャンパス再編に伴い、始業時間を9
時30分からとした新しい授業時間がこの1年間運用されて
きましたが、昼休み時間を10分延長した授業時間への変更
が決定しました。

授業時間の変更について CAMPUS
TOPICS

ワールド記念ホール
（神戸ポートアイランドホール）

学生による学歌・讃歌斉唱等■入学式
課外活動団体によるパフォーマンス等■歓迎式

午後1時30 分～

■発令事項

人文学部長 寺嶋 秀明
経営学部長 今野 　勤
学生支援センター所長 田中 康介
学長補佐 早木 仁成

人文学部長 早木 仁成
経営学部長 田中 康介
学生支援センター所長 塩出 省吾

キャリア教育センター所長 古田 恒輔
学長補佐 西垣 千春
学長補佐 渡部 尚史

1）退任４名 2）就任6名

第1時限
インターバル
第2時限
昼休み
第3時限

インターバル
第4時限

インターバル
第5時限

インターバル
第6時限

時　限

  9：30～11：00
15分

11：15～12：45
50分

13：35～15：05
15分

15：20～16：50
15分

17：05～18：35
15分

18：50～20：20

現　行

  9：30～11：00
15分

11：15～12：45
60分

13：45～15：15
15分

15：30～17：00
15分

17：15～18：45
15分

19：00～20：30

2016年度～

大学人事 ４月１日付で、教員の役職者について次のとおり人事発令がありました。

40種類セット
50コイン
（税込120円）

LINEストアで
『マナビー』で検索！
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医務室・学生相談室
体と心の健康サポート

医務室は、学生ならびに教職員の健康を保持し、支援していくことを目的としています。
年1回、定期健康診断を行うとともに、皆さんが学内でけがをしたり、気分が悪くなったりしたと
きは、応急処置を行い、必要な時には学校周辺の病院を紹介します。

■ 健康相談
学校医による相談を下表のように設けています。身体的・精神的な悩みや問題、女性特有の悩みなどについて、医師のア
ドバイスを受けることができます。

■ 定期健康診断
毎年3月～4月に実施される健康診断は、学校保健安
全法により受診が義務づけられています。充実した学
生生活を送るためには、健康であることが大切です。
必ず受診するようにお伝えください。
※2016年度の定期健康診断は4月5日（火）をもって
終了しています。

１3：3０～１5：００
１４：３０～１６：３０
１４：００～１６：３０
１４：００～１６：３０

１３：３０～１４：３０

有瀬キャンパス（大学会館１階　医務室）
ポートアイランドキャンパス（Ｃ号館１階　医務室）
有瀬キャンパス（大学会館１階　医務室）
ポートアイランドキャンパス（Ｃ号館１階　医務室）

有瀬キャンパス（大学会館１階　医務室）

健康相談（内科など）
健康相談（外科・内科など）
精神保健相談（月２回） 
精神保健相談（月２回、第２・４木曜日）
健康相談（内科など）
女性の健康相談（月２回、第２・３金曜日）

月
水

木

金

曜日 相談内容 時間 場所

■ 学生生活相談・カウンセリング
学業、進路、資格、生活等の相談に応じています。
例えば…友達のことで悩んでいる、食欲がない、眠れない、体調が悪い、部活動で困っ
ている、イライラする、何もする気がおこらない、将来の進路、目標が見えない　など。

■ 相談スタッフ：臨床心理士
〔ポートアイランドキャンパス〕C号館1階　月～金（9：30～17：00）
〔有瀬キャンパス〕大学会館1階　月～金（9：30～17：00）
（長期休業中の開室日時はホームページで確認してください）
電話（078）974－1551（代）
ご予約は、直接来室いただくか、電話にてお願いします。

医務室

学生相談室は学生が少しでも自分らしく、より良い学生生活が送れるよう、サポート
しています。学生生活相談（学生生活全般）からカウンセリング（対人関係・心理的不
安）まで行っています。

学生相談室

ポートアイランド
キャンパス
学生相談室

有瀬
キャンパス
学生相談室

　2015年11月29日に行われた「法学検定試験」で、最難関のアドバンスト
（上級）コースに前年度を上回る16人（うち1人は個人受験）が合格しました。
内訳は、2年次生8人、3年次生7人、4年次生1人です。また、スタンダード（中
級）コースも2年次生21人、3年次生26人、4年次生1人が合格しました。
　2015年度のアドバンスト（上級）コースの団体賞・合格者の部（合格者数
15人）、合格率の部（21.13％）で、ともに全国1位になりました。合格者の部
は2年連続トップです。また、スタンダード（中級）コースも合格者数の部で、
新潟大学の52人に次ぐ48人で全国2位。合格率の部は85.71％で1位でし
た。合格率の部では2年連続1位を獲得しています。学部教育と課外講座の
連携による教育が目覚ましい成果を挙げています。

「法学検定試験」アドバンスト（上級）コースに
本学学生16人が合格！

2016年4月1日　創立50周年記念「神戸学院大学 by AERA」発売

　大学創立50周年を記念し、学生の保
護者からなる教育後援会では記念事業
として、有瀬キャンパスでは『学生食堂』
と『ハーフタイム』の2つの食堂の改修工
事を予定しています。『ハーフタイム』は
2016年8月頃、『学生食堂』は2017年2
月頃の工事予定です。どちらも食事をす
ることはもちろん、食事以外での勉強や
団欒の場としての利用も想定した明るく
利用しやすい食堂になる予定です。
　またポートアイランドキャンパスでは、
『KPC土グラウンドへの人口芝及び防球
ネットの設置』を予定しています。野球の
ダイヤモンド、フットサルコート等を備え
た人工芝グラウンドを計画しており、
2016年の後期から課外活動団体や一般
学生の利用を想定しています。

教育後援会
大学創立50周年
記念事業

　神戸学院大学創立50周年を記念して「神戸学院大学 by AERA」が全国の書店で発売さ
れます。
　創立以来受け継がれる建学の精神について触れつつ、「未来志向」をコンセプトに、それぞ
れの夢や目標に向かって「チャレンジ」を続ける卒業生や在学生、教職員の姿を伝えられるよ
うな誌面となっています。キャンパスを彩る美しいグラビアをご覧いただき、学生が生き生
きとキャンパスライフを送る姿を少しでも感じていただければと思います。また、神戸学院大
学を育んだ国際都市・神戸の魅力についても紹介されていますので、ぜひご覧ください。

主な掲載内容は以下の通りです。
●神戸発！世界へ
港町・神戸から異国へ飛び出し世界で活躍する卒業生たちを
紹介します。
●自ら考え、社会とつながる「ボランティア・社会活動の軌跡」
ボランティアや社会活動にかかわる学生の姿を紹介します。
●未知の世界へ
キャンパスを舞台にした多岐にわたる「学びの場」。「未知の世
界」への第一歩は、教授たちとの出会いから始まります。第一
線で活躍する教授たちを紹介します。
●これまでと、これからと「学長×新学長対談」
学生の“夢へのチャレンジ”を応援し続けられる大学であるた
めの大学の使命を熱く語ります。
●留学生意識調査「新たなMY HOMETOWN」
世界各国からの留学生たち。彼ら、彼女らが感じた神戸、そし
て日本とは？

●異国文化と神戸
神戸が独自のカルチャーを築いていった歴史等を本学の教授
の監修で紹介します。
●内定者座談会「新たな旅立ち」・キャリア支援
卒業を間近に控え新たな社会へ巣立つ学生の姿、本学のキャ
リア支援の取り組みを紹介します。
●OB・OG紹介「学び舎を離れて」
学び舎を離れ、それぞれの分野で活躍する卒業生を紹介します。
●クラブ・サークル紹介「Challenge」の現場
60を超える課外活動団体やサークルなどの多彩な活動の一部
を紹介します。
●歴史紹介
創設者が神戸学院大学開学に託した夢を物語として紹介し
ます。
●その他
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医務室・学生相談室
体と心の健康サポート

医務室は、学生ならびに教職員の健康を保持し、支援していくことを目的としています。
年1回、定期健康診断を行うとともに、皆さんが学内でけがをしたり、気分が悪くなったりしたと
きは、応急処置を行い、必要な時には学校周辺の病院を紹介します。

■ 健康相談
学校医による相談を下表のように設けています。身体的・精神的な悩みや問題、女性特有の悩みなどについて、医師のア
ドバイスを受けることができます。

■ 定期健康診断
毎年3月～4月に実施される健康診断は、学校保健安
全法により受診が義務づけられています。充実した学
生生活を送るためには、健康であることが大切です。
必ず受診するようにお伝えください。
※2016年度の定期健康診断は4月5日（火）をもって
終了しています。

１3：3０～１5：００
１４：３０～１６：３０
１４：００～１６：３０
１４：００～１６：３０

１３：３０～１４：３０

有瀬キャンパス（大学会館１階　医務室）
ポートアイランドキャンパス（Ｃ号館１階　医務室）
有瀬キャンパス（大学会館１階　医務室）
ポートアイランドキャンパス（Ｃ号館１階　医務室）

有瀬キャンパス（大学会館１階　医務室）

健康相談（内科など）
健康相談（外科・内科など）
精神保健相談（月２回） 
精神保健相談（月２回、第２・４木曜日）
健康相談（内科など）
女性の健康相談（月２回、第２・３金曜日）

月
水

木

金

曜日 相談内容 時間 場所

■ 学生生活相談・カウンセリング
学業、進路、資格、生活等の相談に応じています。
例えば…友達のことで悩んでいる、食欲がない、眠れない、体調が悪い、部活動で困っ
ている、イライラする、何もする気がおこらない、将来の進路、目標が見えない　など。

■ 相談スタッフ：臨床心理士
〔ポートアイランドキャンパス〕C号館1階　月～金（9：30～17：00）
〔有瀬キャンパス〕大学会館1階　月～金（9：30～17：00）
（長期休業中の開室日時はホームページで確認してください）
電話（078）974－1551（代）
ご予約は、直接来室いただくか、電話にてお願いします。

医務室

学生相談室は学生が少しでも自分らしく、より良い学生生活が送れるよう、サポート
しています。学生生活相談（学生生活全般）からカウンセリング（対人関係・心理的不
安）まで行っています。

学生相談室

ポートアイランド
キャンパス
学生相談室

有瀬
キャンパス
学生相談室

　2015年11月29日に行われた「法学検定試験」で、最難関のアドバンスト
（上級）コースに前年度を上回る16人（うち1人は個人受験）が合格しました。
内訳は、2年次生8人、3年次生7人、4年次生1人です。また、スタンダード（中
級）コースも2年次生21人、3年次生26人、4年次生1人が合格しました。
　2015年度のアドバンスト（上級）コースの団体賞・合格者の部（合格者数
15人）、合格率の部（21.13％）で、ともに全国1位になりました。合格者の部
は2年連続トップです。また、スタンダード（中級）コースも合格者数の部で、
新潟大学の52人に次ぐ48人で全国2位。合格率の部は85.71％で1位でし
た。合格率の部では2年連続1位を獲得しています。学部教育と課外講座の
連携による教育が目覚ましい成果を挙げています。

「法学検定試験」アドバンスト（上級）コースに
本学学生16人が合格！

2016年4月1日　創立50周年記念「神戸学院大学 by AERA」発売

　大学創立50周年を記念し、学生の保
護者からなる教育後援会では記念事業
として、有瀬キャンパスでは『学生食堂』
と『ハーフタイム』の2つの食堂の改修工
事を予定しています。『ハーフタイム』は
2016年8月頃、『学生食堂』は2017年2
月頃の工事予定です。どちらも食事をす
ることはもちろん、食事以外での勉強や
団欒の場としての利用も想定した明るく
利用しやすい食堂になる予定です。
　またポートアイランドキャンパスでは、
『KPC土グラウンドへの人口芝及び防球
ネットの設置』を予定しています。野球の
ダイヤモンド、フットサルコート等を備え
た人工芝グラウンドを計画しており、
2016年の後期から課外活動団体や一般
学生の利用を想定しています。

教育後援会
大学創立50周年
記念事業

　神戸学院大学創立50周年を記念して「神戸学院大学 by AERA」が全国の書店で発売さ
れます。
　創立以来受け継がれる建学の精神について触れつつ、「未来志向」をコンセプトに、それぞ
れの夢や目標に向かって「チャレンジ」を続ける卒業生や在学生、教職員の姿を伝えられるよ
うな誌面となっています。キャンパスを彩る美しいグラビアをご覧いただき、学生が生き生
きとキャンパスライフを送る姿を少しでも感じていただければと思います。また、神戸学院大
学を育んだ国際都市・神戸の魅力についても紹介されていますので、ぜひご覧ください。

主な掲載内容は以下の通りです。
●神戸発！世界へ
港町・神戸から異国へ飛び出し世界で活躍する卒業生たちを
紹介します。
●自ら考え、社会とつながる「ボランティア・社会活動の軌跡」
ボランティアや社会活動にかかわる学生の姿を紹介します。
●未知の世界へ
キャンパスを舞台にした多岐にわたる「学びの場」。「未知の世
界」への第一歩は、教授たちとの出会いから始まります。第一
線で活躍する教授たちを紹介します。
●これまでと、これからと「学長×新学長対談」
学生の“夢へのチャレンジ”を応援し続けられる大学であるた
めの大学の使命を熱く語ります。
●留学生意識調査「新たなMY HOMETOWN」
世界各国からの留学生たち。彼ら、彼女らが感じた神戸、そし
て日本とは？

●異国文化と神戸
神戸が独自のカルチャーを築いていった歴史等を本学の教授
の監修で紹介します。
●内定者座談会「新たな旅立ち」・キャリア支援
卒業を間近に控え新たな社会へ巣立つ学生の姿、本学のキャ
リア支援の取り組みを紹介します。
●OB・OG紹介「学び舎を離れて」
学び舎を離れ、それぞれの分野で活躍する卒業生を紹介します。
●クラブ・サークル紹介「Challenge」の現場
60を超える課外活動団体やサークルなどの多彩な活動の一部
を紹介します。
●歴史紹介
創設者が神戸学院大学開学に託した夢を物語として紹介し
ます。
●その他
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

歴
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資
格
を
有
す
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
や
進
路
相
談
員
が
、

進
路
相
談
全
般
、
企
業
選
択
相
談
、
求
人
票
の

紹
介
、
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
添
削
、

面
接
指
導
、
内
定
時
対
応
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
等
、
進
路
・
就
職
に
関
す
る
相
談
・
指
導
を

行
い
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
強
力
に
支
援

し
て
い
ま
す
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
毎
日
・

随
時
受
付
）
。

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
生
が
進
路
・

就
職
情
報
収
集
や
実
際
の
就
職
活
動
に
利
用
す

る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
の
機
器
、

資
料
室
に
は
、
進
路
・
就
職
に
関
す
る
多
く
の

書
籍
や
資
料
類
、
雑
誌
、
新
聞
、
企
業
の
会
社

案
内
や
求
人
票
、
先
輩
の
就
職
試
験
内
容
報
告

書
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
開
室
時
間
内
に

自
由
に
利
用
し
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
将
来
の
職
業
を
考
え
、
ま
た
当
面
続
く
と
思

わ
れ
る
厳
し
い
就
職
環
境
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
も
、
早
め
の
準
備
（
実
力
養
成
）
が
必

要
で
す
。
ぜ
ひ
１
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
訪
問
し
、
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
２
０
１
７
年
卒
（
２
０
１
７
・
３
卒
業
）
大

学
生
の
新
卒
採
用
見
通
し
は
、
「
前
年
度
と
比

較
し
て
「
増
え
る
」
（
13.4
％
）
が
「
減
る
」

（
4.2
％
）
を
上
回
り
（
＋
9.2
ポ
イ
ン
ト
）
、
６

年
連
続
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
採
用
見
通
し

が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業
は
24.1
％

と
前
年
（
24.4
％
）
よ
り
微
減
し
て
お
り
、
今
後

の
採
用
見
通
し
は
、
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

＊
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　
リ
ク

ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
２
０
１
５
年
12
月
17
日

「
採
用
見
通
し
調
査
」
か
ら
の
引
用

　
大
学
生
を
取
り
巻
く
就
職
環
境
は
、
景
気
の

回
復
と
と
も
に
、
や
や
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
企
業
が
、
引
き
続

き
採
用
人
数
の
絞
込
み
、
優
秀
な
学
生
な
ら
ば

採
用
す
る
と
い
う
「
厳
選
採
用
（
採
用
基
準
未

満
の
学
生
は
、
採
用
予
定
人
数
に
足
り
て
い
な

く
て
も
採
用
し
な
い
方
針
）
」
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
当
面
続
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
企
業
規
模
を
問
わ
ず
、
業
績
推
移
を
見
な

が
ら
厳
し
い
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
わ
け

で
、
企
業
の
将
来
を
支
え
て
い
く
コ
ア
に
な
る

人
材
を
求
め
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
依
然
厳
し
い
就
職
活
動
を
内
定
獲
得
に
結
び

付
け
る
た
め
に
は
、
①
早
め
の
着
手
・
十
分
な

準
備
、
②
就
職
活
動
量
を
増
や
す
、
③
内
定
を

も
ら
う
ま
で
継
続
的
に
就
職
活
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
特
に
新
４
年
次
生
の
皆
さ
ん
は
、

就
職
活
動
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
、
あ
る
い

は
い
く
つ
か
の
選
考
に
漏
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
落
ち
込
ま
ず
、
停
滞
せ
ず
、
粘
り

強
く
就
職
活
動
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
合
否
は

紙
一
重
の
差
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
現
在
の
就

職
活
動
を
振
り
返
り
、
経
験
を
重
ね
て
次
回
に

必
ず
生
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
内
定
を
獲
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
就
職
活
動
の
振
り
返

り
や
今
後
の
活
動
方
針
を
考
え
る
際
に
も
、
教

員
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
相
談
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
履
歴
書
の
見
直
し
や
面
接
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
行

い
ま
し
ょ
う
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
毎
日
９

時
〜
17
時
随
時
受
付
・
事
前
予
約
不
要
で

す
）
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
中
旬

に
は
４
年
次
生
対
象
の
第
１
回
就
活
フ
ォ
ロ
ー

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
予
定
で
す
。
そ
の
後
も
、

継
続
し
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
学
内
合
同
企
業
説
明

会
・
企
業
面
接
会
等
、
各
種
就
職
支
援
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
卒
（
２
０
１
８
・
３
卒
業
）
の

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
未
定
で
す
。
今
後
の

関
係
団
体
等
の
協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
予
定

で
す
。
一
方
で
現
状
と
同
様
に
依
然
厳
し
い
就

職
環
境
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
し
っ
か
り

と
し
た
学
修
生
活
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た

従
来
か
ら
の
「
厳
選
採
用
」
傾
向
は
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
と
し
た

準
備
と
対
策
を
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
新
３
年
次

生
を
対
象
に
５
月
か
ら
就
職
の
準
備
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
学
生
の
就
職
活
動
を
始
め
、
着

実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も

採
用
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
就
職
情
報
機
関

や
他
大
学
と
も
情
報
収
集
、
連
携
し
な
が
ら
、

注
意
深
く
準
備
態
勢
を
整
え
て
い
き
、
対
象
年

次
の
学
生
に
必
要
な
準
備
の
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。
新
３
年
次
の
皆
さ
ん
は
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
掲
示
板
や
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ア

カ
ウ
ン
ト
（@

KG
U
_career

）
等
で
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事
の
開
催
に
留
意

し
、
可
能
な
限
り
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

キャリアセンター

就
職
環
境
・

採
用
動
向
予
測
と

対
策
に
つ
い
て

神戸学院大学が誇る

就職情報システム Jo
bHunter

求人・内定実績のある
約30,000

社にも及ぶ企業情報
をデータ

ベース化したもので
、本学の学

生であれば時間や場
所を問わ

ず、いつでも閲覧す
ることが可

能です。キャリアセン
ターで「利

用ガイド」を配付してい
ます。

利用方法等、不明な点
があれば

キャリアセンター（KP
C：D号館1

階、KAC：15号館3階
）までお問

い合わせください。

保護者の皆様に
お願いしたいこと

　このように厳しい就職環境を乗り越え
ていくためには、学生自身が頑張ること
はもちろん、大学教職員と保護者の三者
が力を合わせていくことが必要になりま
す。
　特に保護者の皆様にお願いしたいこ
とが3つあります。
　■1つは、学生を温かく見守っていただ
くことです。将来の進路を考え、選択し、
就職先を獲得していく活動を行うのは学
生本人です。その活動の過程で悩んだり
不安になったりすることも多くなります。
保護者の皆さんが、一方的に学生の進
路先を選択したり指示する、または学生
の活動に全く無関心であることは避けて
いただきたく、学生の日々の状況を身近
なところから見守り、必要な際にはぜひ
声をかけていただきたいと思います。
　■2つは、現在の就職環境や就職活動
のスケジュール等についてできるだけ
知っていただくことです。保護者の世代
と就職環境も就職活動のスケジュール
やツール類も大きく様変わりしていま
す。そのため学生の相談にのり、効果的
にアドバイスをしていただくためにもぜ
ひお願いしたく思います。
　■3つは、キャリアセンターを早い段階
から利用するように学生の皆さんに伝え
ていただきたく思います。学生、保護者、
教職員が一体となって一緒に厳しい就
職環境を乗り越えていきたいと考えて
います。

◆ 

継
続
的
な
就
職
活
動

◆ 

２
０
１
８
年
卒
（
２
０
１
８
・
３
卒
業
） 

　

 

新
卒
採
用
動
向

◆ 

２
０
１
７
年
卒
（
２
０
１
７
・
３
卒
業
） 

　

 

新
卒
採
用
動
向

■ 場所
キャリアセンター ポートアイランドキャンパスD号館1階
 有瀬キャンパス15号館3階

■ 利用方法
受付コーナーにて備え付けの「就職相談申込書」を提出。

■ 開室時間
月～土曜日　9：00 ～ 17：00 （資料・パソコンコーナーも併設）
※夏期・冬期休業期間中は、月～金曜日　9：00 ～ 15：00

ご家庭から　 える就職活動支

2016年4月より課外講座・資格サポート室に関する事務
所管は、キャリア教育センターで対応します。

お知らせ

進路相談員への相談 有瀬キャンパス キャリア支援事務室 ポートアイランドキャ  ンパス キャリア支援事務室
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キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
経

歴
や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
資
格
を
有
す
る

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
職
員
や
進
路
相
談
員
が
、

進
路
相
談
全
般
、
企
業
選
択
相
談
、
求
人
票
の

紹
介
、
履
歴
書
・
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
添
削
、

面
接
指
導
、
内
定
時
対
応
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
等
、
進
路
・
就
職
に
関
す
る
相
談
・
指
導
を

行
い
、
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
強
力
に
支
援

し
て
い
ま
す
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
毎
日
・

随
時
受
付
）
。

　
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
に
は
、
学
生
が
進
路
・

就
職
情
報
収
集
や
実
際
の
就
職
活
動
に
利
用
す

る
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
の
機
器
、

資
料
室
に
は
、
進
路
・
就
職
に
関
す
る
多
く
の

書
籍
や
資
料
類
、
雑
誌
、
新
聞
、
企
業
の
会
社

案
内
や
求
人
票
、
先
輩
の
就
職
試
験
内
容
報
告

書
等
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
開
室
時
間
内
に

自
由
に
利
用
し
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
将
来
の
職
業
を
考
え
、
ま
た
当
面
続
く
と
思

わ
れ
る
厳
し
い
就
職
環
境
を
乗
り
越
え
て
い
く

た
め
に
も
、
早
め
の
準
備
（
実
力
養
成
）
が
必

要
で
す
。
ぜ
ひ
１
年
次
か
ら
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
を
積
極
的
に
訪
問
し
、
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

　
２
０
１
７
年
卒
（
２
０
１
７
・
３
卒
業
）
大

学
生
の
新
卒
採
用
見
通
し
は
、
「
前
年
度
と
比

較
し
て
「
増
え
る
」
（
13.4
％
）
が
「
減
る
」

（
4.2
％
）
を
上
回
り
（
＋
9.2
ポ
イ
ン
ト
）
、
６

年
連
続
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。
採
用
見
通
し

が
「
わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
し
た
企
業
は
24.1
％

と
前
年
（
24.4
％
）
よ
り
微
減
し
て
お
り
、
今
後

の
採
用
見
通
し
は
、
景
気
動
向
に
左
右
さ
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

＊
株
式
会
社
リ
ク
ル
ー
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス　
リ
ク

ル
ー
ト
ワ
ー
ク
ス
研
究
所
の
２
０
１
５
年
12
月
17
日

「
採
用
見
通
し
調
査
」
か
ら
の
引
用

　
大
学
生
を
取
り
巻
く
就
職
環
境
は
、
景
気
の

回
復
と
と
も
に
、
や
や
回
復
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
多
く
の
企
業
が
、
引
き
続

き
採
用
人
数
の
絞
込
み
、
優
秀
な
学
生
な
ら
ば

採
用
す
る
と
い
う
「
厳
選
採
用
（
採
用
基
準
未

満
の
学
生
は
、
採
用
予
定
人
数
に
足
り
て
い
な

く
て
も
採
用
し
な
い
方
針
）
」
を
行
っ
て
お

り
、
こ
の
傾
向
は
当
面
続
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
企
業
規
模
を
問
わ
ず
、
業
績
推
移
を
見
な

が
ら
厳
し
い
採
用
活
動
を
行
っ
て
い
る
わ
け

で
、
企
業
の
将
来
を
支
え
て
い
く
コ
ア
に
な
る

人
材
を
求
め
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

　
依
然
厳
し
い
就
職
活
動
を
内
定
獲
得
に
結
び

付
け
る
た
め
に
は
、
①
早
め
の
着
手
・
十
分
な

準
備
、
②
就
職
活
動
量
を
増
や
す
、
③
内
定
を

も
ら
う
ま
で
継
続
的
に
就
職
活
動
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
特
に
新
４
年
次
生
の
皆
さ
ん
は
、

就
職
活
動
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
、
あ
る
い

は
い
く
つ
か
の
選
考
に
漏
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
、
落
ち
込
ま
ず
、
停
滞
せ
ず
、
粘
り

強
く
就
職
活
動
を
進
め
て
く
だ
さ
い
。
合
否
は

紙
一
重
の
差
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
現
在
の
就

職
活
動
を
振
り
返
り
、
経
験
を
重
ね
て
次
回
に

必
ず
生
か
し
て
い
く
こ
と
で
、
内
定
を
獲
得
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
就
職
活
動
の
振
り
返

り
や
今
後
の
活
動
方
針
を
考
え
る
際
に
も
、
教

員
や
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
に
相
談
し
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
や
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
履
歴
書
の
見
直
し
や
面
接
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
も
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
て
行

い
ま
し
ょ
う
（
日
曜
日
・
祝
日
を
除
く
毎
日
９

時
〜
17
時
随
時
受
付
・
事
前
予
約
不
要
で

す
）
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
、
５
月
中
旬

に
は
４
年
次
生
対
象
の
第
１
回
就
活
フ
ォ
ロ
ー

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
実
施
予
定
で
す
。
そ
の
後
も
、

継
続
し
て
ガ
イ
ダ
ン
ス
や
学
内
合
同
企
業
説
明

会
・
企
業
面
接
会
等
、
各
種
就
職
支
援
を
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

　
２
０
１
８
年
卒
（
２
０
１
８
・
３
卒
業
）
の

採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
未
定
で
す
。
今
後
の

関
係
団
体
等
の
協
議
に
よ
り
決
定
さ
れ
る
予
定

で
す
。
一
方
で
現
状
と
同
様
に
依
然
厳
し
い
就

職
環
境
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
し
っ
か
り

と
し
た
学
修
生
活
に
励
ん
で
く
だ
さ
い
。
ま
た

従
来
か
ら
の
「
厳
選
採
用
」
傾
向
は
続
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
あ
ら
か
じ
め
し
っ
か
り
と
し
た

準
備
と
対
策
を
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
新
３
年
次

生
を
対
象
に
５
月
か
ら
就
職
の
準
備
会
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
学
生
の
就
職
活
動
を
始
め
、
着

実
に
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
で
は
今
後
も

採
用
動
向
を
見
極
め
な
が
ら
、
就
職
情
報
機
関

や
他
大
学
と
も
情
報
収
集
、
連
携
し
な
が
ら
、

注
意
深
く
準
備
態
勢
を
整
え
て
い
き
、
対
象
年

次
の
学
生
に
必
要
な
準
備
の
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。
新
３
年
次
の
皆
さ
ん
は
キ
ャ
リ
ア

セ
ン
タ
ー
掲
示
板
や
学
内
情
報
サ
ー
ビ
ス
・

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
公
式
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ
ア

カ
ウ
ン
ト
（@

KG
U
_career

）
等
で
、
ガ
イ

ダ
ン
ス
や
キ
ャ
リ
ア
支
援
行
事
の
開
催
に
留
意

し
、
可
能
な
限
り
積
極
的
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

キャリアセンター

就
職
環
境
・

採
用
動
向
予
測
と

対
策
に
つ
い
て

神戸学院大学が誇る

就職情報システム Jo
bHunter

求人・内定実績のある
約30,000

社にも及ぶ企業情報
をデータ

ベース化したもので
、本学の学

生であれば時間や場
所を問わ

ず、いつでも閲覧す
ることが可

能です。キャリアセン
ターで「利

用ガイド」を配付してい
ます。

利用方法等、不明な点
があれば

キャリアセンター（KP
C：D号館1

階、KAC：15号館3階
）までお問

い合わせください。

保護者の皆様に
お願いしたいこと

　このように厳しい就職環境を乗り越え
ていくためには、学生自身が頑張ること
はもちろん、大学教職員と保護者の三者
が力を合わせていくことが必要になりま
す。
　特に保護者の皆様にお願いしたいこ
とが3つあります。
　■1つは、学生を温かく見守っていただ
くことです。将来の進路を考え、選択し、
就職先を獲得していく活動を行うのは学
生本人です。その活動の過程で悩んだり
不安になったりすることも多くなります。
保護者の皆さんが、一方的に学生の進
路先を選択したり指示する、または学生
の活動に全く無関心であることは避けて
いただきたく、学生の日々の状況を身近
なところから見守り、必要な際にはぜひ
声をかけていただきたいと思います。
　■2つは、現在の就職環境や就職活動
のスケジュール等についてできるだけ
知っていただくことです。保護者の世代
と就職環境も就職活動のスケジュール
やツール類も大きく様変わりしていま
す。そのため学生の相談にのり、効果的
にアドバイスをしていただくためにもぜ
ひお願いしたく思います。
　■3つは、キャリアセンターを早い段階
から利用するように学生の皆さんに伝え
ていただきたく思います。学生、保護者、
教職員が一体となって一緒に厳しい就
職環境を乗り越えていきたいと考えて
います。

◆ 

継
続
的
な
就
職
活
動

◆ 

２
０
１
８
年
卒
（
２
０
１
８
・
３
卒
業
） 

　

 

新
卒
採
用
動
向

◆ 

２
０
１
７
年
卒
（
２
０
１
７
・
３
卒
業
） 

　

 

新
卒
採
用
動
向

■ 場所
キャリアセンター ポートアイランドキャンパスD号館1階
 有瀬キャンパス15号館3階

■ 利用方法
受付コーナーにて備え付けの「就職相談申込書」を提出。

■ 開室時間
月～土曜日　9：00 ～ 17：00 （資料・パソコンコーナーも併設）
※夏期・冬期休業期間中は、月～金曜日　9：00 ～ 15：00

ご家庭から　 える就職活動支

2016年4月より課外講座・資格サポート室に関する事務
所管は、キャリア教育センターで対応します。

お知らせ

進路相談員への相談 有瀬キャンパス キャリア支援事務室 ポートアイランドキャ  ンパス キャリア支援事務室

070110　神戸学院大学　教育講演会会報138号　P11-12

16/021701m →030401m→030701m→031601m→040501m→
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13課外活動奨励賞14 課外活動奨励賞

平
成
27
年
度

課
外
活
動
奨
励
賞

１
９
８
７
年
よ
り
神
戸
学
院
大
学
同
窓
会
と
神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
が
協
力
し
、

体
育
な
ら
び
に
文
化
に
わ
た
る
す
べ
て
の
課
外
活
動
を
通
し
て
、

大
学
の
栄
誉
を
高
め
、
か
つ
課
外
活
動
の
向
上
発
展
に
寄
与
し
た
団
体
お
よ
び
個
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■
個
人

テ
ニ
ス
部 

福
本　
定
也 

法　
２

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

中
村　
悠
子 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

前
田　
夏
希 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

中
川　
大
成 

法　
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

齋
藤　
侑
亮 

法　
１

水
泳
部 

尾
﨑　
隆
太 

経
済
４

■
個
人

テ
ニ
ス
部 

前
川　
　
隼 

人
文
２

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

川
本　
健
太 

人
文
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

松
永　
英
則 

人
文
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

田
浦　
真
依 

法　
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

芝
先　
　
若 

法　
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

藤
原　
裕
朗 

経
済
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

河
野　
斗
夢 

法　
４

柔
道
部 

木
野　
寛
大 

法　
４

■
団
体

軟
式
野
球
部

■
個
人

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
部 

猪
口　
純
也 

人
文
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

大
野　
由
葉 

法　
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

田
冨　
陽
花 

法　
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

塩
見　
翔
悟 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

髙
田　
和
弥 

経
営
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

西
門　
優
喜 

経
営
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

出
来
谷
大
輝 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

上
田　
知
輝 

人
文
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

岸　
　
誠
貴 

法　
２

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

庄
司　
　
宰 

経
営
２

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

南
本　
大
貴 

経
営
２

弓
道
部 

揚
田　
早
紀 

人
文
３

■
個
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

卯
辰　
一
馬 

法　
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

野
村　
陸
人 

経
済
２

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

上
田　
修
也 

人
文
４

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

樫
山　
実
穂 

経
営
４

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

松
岡
奈
那
恵 

経
済
３

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
部 

小
西　
健
太 

人
文
１

テ
ニ
ス
部 

古
森　
慎
吾 

経
済
４

弓
道
部 

森　
　
里
沙 

法　
３

弓
道
部 

上
原　
瑞
生 

経
済
３

硬
式
野
球
部 

達
城　
裕
斗 

法　
３

水
泳
部 

藥
師　
里
穂 

人
文
２

■
団
体

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

神
戸
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金
（
Ｖ
Ａ
Ｆ
）

Ｓ
．
Ｓ
．
Ｗ
．

写
真
部

Jazz Player`s Club

■
個
人

居
合
道
部 

髙
原　
　
基 

経
済
３

居
合
道
部 

中
本　
景
介 

経
済
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

白
水　
智
士 

法　
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

小
笠
原
崇
紘 

現
社
２

弓
道
部 

前
田　
紗
希 

薬　
１

柔
道
部 

蓬
來
遼
太
郎 

総
リ
ハ
２

柔
道
部 

諏
訪
部　
晋 

薬　
２

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
部 

山
本　
　
誠 

経
済
４

女
子
駅
伝
競
走
部 

大
樽　
瑞
葉 

人
文
１

女
子
駅
伝
競
走
部 

大
畠
万
由
子 

人
文
２

女
子
駅
伝
競
走
部 

杉
山　
志
保 

人
文
４

女
子
駅
伝
競
走
部 

浅
井
加
菜
子 

栄
養
１

躰
道
部 

中
本　
淳
史 

薬　
５

■
団
体

女
子
駅
伝
競
走
部

テ
ニ
ス
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

洋
弓
部

薬
学
サ
ッ
カ
ー
部

薬
学
部
準
硬
式
野
球
部

吹
奏
楽
部

最
優
秀
奨
励
賞

奨
　
励
　
賞

優
秀
奨
励
賞

敢
　
闘
　
賞

優
良
奨
励
賞

法３ 中村　悠子（2位）
法３ 前田　夏希（2位）
法１ 中川　大成（2位）
法１ 齋藤　侑亮（2位）
法４ 田浦　真依（3位）
法４ 芝先　　若（3位）

バレーボール部（個人）
ビーチバレーボールジャパンカレッジ2015
全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会
最優秀奨励賞・優秀奨励賞

女子駅伝競走部（団体）

第25回関西学生女子駅伝
対校選手権大会（団体）第7位

敢　闘　賞
吹奏楽部（団体）

■客船歓送迎演奏　■七夕コンサート　■兵庫県吹奏楽コンクール
地域のイベントに多数出演し、兵庫県吹奏楽コンクールでも金賞を
受賞した。惜しくも関西大会には出場ならなかった。

敢　闘　賞

テニス部（団体）

平成27年度関西大学対抗
テニスリーグ戦男子2部　第1位
平成27年度関西大学対抗
テニスリーグ戦1部2部入替戦　1部昇格

敢　闘　賞

神戸学院大学ボランティア活動基金（VAF）（団体）

駅や街中で募金活動を定期的に行い、カンボジアの子どもを支援している。
また、神戸ルミナリエのための募金活動に参加する等、活動の幅を広げている。

奨　励　賞

洋弓部（団体）

2015年度春季リーグ戦（女子）
2部Aブロック　第1位
第50回リーグ戦　入替戦（女子）
1部昇格

敢　闘　賞

070110　神戸学院大学　教育講演会会報138号　P13-14

16/021801m→022201m→030401m→030701m→
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13課外活動奨励賞14 課外活動奨励賞

平
成
27
年
度

課
外
活
動
奨
励
賞

１
９
８
７
年
よ
り
神
戸
学
院
大
学
同
窓
会
と
神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
が
協
力
し
、

体
育
な
ら
び
に
文
化
に
わ
た
る
す
べ
て
の
課
外
活
動
を
通
し
て
、

大
学
の
栄
誉
を
高
め
、
か
つ
課
外
活
動
の
向
上
発
展
に
寄
与
し
た
団
体
お
よ
び
個
人
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

■
個
人

テ
ニ
ス
部 

福
本　
定
也 

法　
２

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

中
村　
悠
子 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

前
田　
夏
希 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

中
川　
大
成 

法　
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

齋
藤　
侑
亮 

法　
１

水
泳
部 

尾
﨑　
隆
太 

経
済
４

■
個
人

テ
ニ
ス
部 

前
川　
　
隼 

人
文
２

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

川
本　
健
太 

人
文
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

松
永　
英
則 

人
文
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

田
浦　
真
依 

法　
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

芝
先　
　
若 

法　
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

藤
原　
裕
朗 

経
済
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

河
野　
斗
夢 

法　
４

柔
道
部 

木
野　
寛
大 

法　
４

■
団
体

軟
式
野
球
部

■
個
人

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
部 

猪
口　
純
也 

人
文
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

大
野　
由
葉 

法　
４

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

田
冨　
陽
花 

法　
１

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

塩
見　
翔
悟 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

髙
田　
和
弥 

経
営
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

西
門　
優
喜 

経
営
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

出
来
谷
大
輝 

法　
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

上
田　
知
輝 

人
文
３

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

岸　
　
誠
貴 

法　
２

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

庄
司　
　
宰 

経
営
２

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部 

南
本　
大
貴 

経
営
２

弓
道
部 

揚
田　
早
紀 

人
文
３

■
個
人

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

卯
辰　
一
馬 

法　
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

野
村　
陸
人 

経
済
２

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

上
田　
修
也 

人
文
４

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

樫
山　
実
穂 

経
営
４

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

松
岡
奈
那
恵 

経
済
３

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
部 

小
西　
健
太 

人
文
１

テ
ニ
ス
部 

古
森　
慎
吾 

経
済
４

弓
道
部 

森　
　
里
沙 

法　
３

弓
道
部 

上
原　
瑞
生 

経
済
３

硬
式
野
球
部 

達
城　
裕
斗 

法　
３

水
泳
部 

藥
師　
里
穂 

人
文
２

■
団
体

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

神
戸
学
院
大
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
基
金
（
Ｖ
Ａ
Ｆ
）

Ｓ
．
Ｓ
．
Ｗ
．

写
真
部

Jazz Player`s Club

■
個
人

居
合
道
部 

髙
原　
　
基 

経
済
３

居
合
道
部 

中
本　
景
介 

経
済
１

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

白
水　
智
士 

法　
３

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部 

小
笠
原
崇
紘 

現
社
２

弓
道
部 

前
田　
紗
希 

薬　
１

柔
道
部 

蓬
來
遼
太
郎 

総
リ
ハ
２

柔
道
部 

諏
訪
部　
晋 

薬　
２

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
部 

山
本　
　
誠 

経
済
４

女
子
駅
伝
競
走
部 

大
樽　
瑞
葉 

人
文
１

女
子
駅
伝
競
走
部 

大
畠
万
由
子 

人
文
２

女
子
駅
伝
競
走
部 

杉
山　
志
保 

人
文
４

女
子
駅
伝
競
走
部 

浅
井
加
菜
子 

栄
養
１

躰
道
部 

中
本　
淳
史 

薬　
５

■
団
体

女
子
駅
伝
競
走
部

テ
ニ
ス
部

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

洋
弓
部

薬
学
サ
ッ
カ
ー
部

薬
学
部
準
硬
式
野
球
部

吹
奏
楽
部

最
優
秀
奨
励
賞

奨
　
励
　
賞

優
秀
奨
励
賞

敢
　
闘
　
賞

優
良
奨
励
賞

法３ 中村　悠子（2位）
法３ 前田　夏希（2位）
法１ 中川　大成（2位）
法１ 齋藤　侑亮（2位）
法４ 田浦　真依（3位）
法４ 芝先　　若（3位）

バレーボール部（個人）
ビーチバレーボールジャパンカレッジ2015
全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会
最優秀奨励賞・優秀奨励賞

女子駅伝競走部（団体）

第25回関西学生女子駅伝
対校選手権大会（団体）第7位

敢　闘　賞
吹奏楽部（団体）

■客船歓送迎演奏　■七夕コンサート　■兵庫県吹奏楽コンクール
地域のイベントに多数出演し、兵庫県吹奏楽コンクールでも金賞を
受賞した。惜しくも関西大会には出場ならなかった。

敢　闘　賞

テニス部（団体）

平成27年度関西大学対抗
テニスリーグ戦男子2部　第1位
平成27年度関西大学対抗
テニスリーグ戦1部2部入替戦　1部昇格

敢　闘　賞

神戸学院大学ボランティア活動基金（VAF）（団体）

駅や街中で募金活動を定期的に行い、カンボジアの子どもを支援している。
また、神戸ルミナリエのための募金活動に参加する等、活動の幅を広げている。

奨　励　賞

洋弓部（団体）

2015年度春季リーグ戦（女子）
2部Aブロック　第1位
第50回リーグ戦　入替戦（女子）
1部昇格

敢　闘　賞
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Glocal Net Workers 経営学部
グローカル ネット ワーカーズ

学際異文化交流プロジェクト
大学内での異文化交流の活性化を促進させるため、日本人学生と
留学生の交流イベントを行う。
学際異文化交流プロジェクト　12月5日（土）開催
大学内・外で「異文化交流の場」を創出し、兵庫国際交流会館との関
係構築を通じ、地域社会との連携を推進することができた。
目標を達成するために協力者を見つけることのむずかしさを実感
した。そして、異文化交流には、まず自分自身が交流の場に飛び込
み、体験することが重要であると気づくことができた。また、メン
バーの中には、国際交流会館に住むことを考える者も出てきた。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

地域住民交流実施プロジェクト グローバル・
コミュニケーション学部

ちいき じ ゅ う み ん こ う り ゅ う じ っ し

世界の窓　神戸学院
地域の国際交流拠点として、大学の機能を発揮させることを目標
にイベントを行う。
参加型と観覧型8個のブースを設けたイベント　7月19日（日）開催
来場者は子ども約30名、大人約20名で、とても楽しそうに参加し
ていた。参加者の保護者の方から、大学を開放して、楽しみながら
学べるイベントをしてもらえることはとてもありがたいという声も
あり、大学をアピールすることができた。
イベントを企画し、実行する難しさを知ることができた。また、地域活動への関心も高まり、もっといろいろな企画
をやってみたいと感じるようになった。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

科学部 薬学部
か が く ぶ

オープンキャンパスの活性化および薬学部の紹介
実験の実演や講演などを通じ、学生がオープンキャンパスに積極
的に参加することにより、受験生に薬学部をよりよく知ってもらうと
ともに、大学の活性化を図る
オープンキャンパス 8月、プレ大学祭 10月、スノードーム作り 12月
本学の薬学部の特色をアピールし、学生が主体的に自発的に活動
を行っている姿を外部の人に知ってもらうことができた。
イベントを企画することの難しさ、準備を進めるときに計画を立て
ることの重要性、連絡の必要性などを学ぶことができた。また、今回イベントを行うことにより、企画をする能力や
必要な計画を立てる能力が向上した。そして、自らイベントを企画してみようと自主的に考えられるようになった。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

柳ゼミ 経営学部
やなぎ

VISSEL≪KOBE≫GAKUIN UNIVERSITY ANNIVERSARY PROJECT
本学がサッカーJ1リーグのヴィッセル神戸とパートナーシップ契約を結んでいるこ
とを活用することで、大学のブランド力を向上させることを目的に、オリジナルコラ
ボ商品の開発やホームゲームの一日を「神戸学院DAY」とするなどの活動を行う。
『VISSEL KOBE GAKUIN UNIVERSITY Anniversary Project』　10月24日（土）開催
オリジナルコラボグッズの作成や限定チケットを販売することで、学内外にヴィッセル
神戸とパートナーシップ契約を結んでいることをアピールすることができた。また、電車内の広告ポスターやテレビ番組
でも取り上げてもらうことができ、さらに広く知名度を上げることができた。
ビジネスを企画から実施段階までやり遂げるための方法を学べた。ヴィッセル神戸という外部の企業に協力をしてもらうため、企画をスピーディに進めることが重要
であると感じた。ビジネスコミュニケーション能力やメールの打ち方、企画書やプレゼンテーションの作成方法など、今後社会人として必要な能力が身に付いた。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

枸杞仁 薬学部
く こ に ん

薬学生が作る食用生薬の健康茶
食用生薬を用いた健康茶を学生の手で開発し、オープンキャンパ
スや大学祭などのイベントで配布する。さらに企業と連携し神戸学
院オリジナル商品として販売することも視野に入れて活動する。
試飲　オープンキャンパス 8月、大学祭 11月
薬学部に親しみを持ってもらうことができ、また、漢方薬を知っても
らうきっかけになった。試飲をしてもらうことにより、どのような味
が万人に受けやすいのかを知ることができた。
外部に働きかけることや、万人受けする健康茶をつくることの難しさを知ることができた。そして、一つの食品を
作るためには、多くの労力と時間が必要であると分かった。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

SEAGULL RESCUE 現代社会学部
シーガル レスキュー

ちびっこBOUSAIトライアスロン
ポートアイランドキャンパスで地域の児童と親を対象に、心肺蘇生
術やロープ結索術など災害時に役立つ知識と技術の体験学習を
実施する。
ちびっこBOUSAIトライアスロン　11月21日（土）開催
防災教育の新しいやり方の形を作ることができた。メンバーにとっ
ては、訓練の質を上げ、スキルアップにもつながるものとなった。
防災意識の向上も含め、プロジェクトを遂行するには、高いコミュ
ニケーション能力が必要であると感じた。また、イベントを行うには、様々な準備が必要であり、多くの人の力で
成り立っていることがよく分かった。新たな挑戦を行っていこうという意欲が生まれた。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

    　2016年の大学創立50周年を記念し、2015年度から「学生    チャレンジプロジェクト」という新しい取り組みを始めました。
   本プロジェクトの目的は、大学の活性化・地域の活性化・社会貢    献等につながる学生の主体的・自主的な学びを支援することです。

学生の主体的な行動の結果、学生自身が成長し、さらには神    戸学院大学のブランド力が向上することを目指しています。
    2015年度は、6組の企画が採択され、  さまざまなプロジェクトを行いました。
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Glocal Net Workers 経営学部
グローカル ネット ワーカーズ

学際異文化交流プロジェクト
大学内での異文化交流の活性化を促進させるため、日本人学生と
留学生の交流イベントを行う。
学際異文化交流プロジェクト　12月5日（土）開催
大学内・外で「異文化交流の場」を創出し、兵庫国際交流会館との関
係構築を通じ、地域社会との連携を推進することができた。
目標を達成するために協力者を見つけることのむずかしさを実感
した。そして、異文化交流には、まず自分自身が交流の場に飛び込
み、体験することが重要であると気づくことができた。また、メン
バーの中には、国際交流会館に住むことを考える者も出てきた。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

地域住民交流実施プロジェクト グローバル・
コミュニケーション学部

ちいき じ ゅ う み ん こ う り ゅ う じ っ し

世界の窓　神戸学院
地域の国際交流拠点として、大学の機能を発揮させることを目標
にイベントを行う。
参加型と観覧型8個のブースを設けたイベント　7月19日（日）開催
来場者は子ども約30名、大人約20名で、とても楽しそうに参加し
ていた。参加者の保護者の方から、大学を開放して、楽しみながら
学べるイベントをしてもらえることはとてもありがたいという声も
あり、大学をアピールすることができた。
イベントを企画し、実行する難しさを知ることができた。また、地域活動への関心も高まり、もっといろいろな企画
をやってみたいと感じるようになった。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

科学部 薬学部
か が く ぶ

オープンキャンパスの活性化および薬学部の紹介
実験の実演や講演などを通じ、学生がオープンキャンパスに積極
的に参加することにより、受験生に薬学部をよりよく知ってもらうと
ともに、大学の活性化を図る
オープンキャンパス 8月、プレ大学祭 10月、スノードーム作り 12月
本学の薬学部の特色をアピールし、学生が主体的に自発的に活動
を行っている姿を外部の人に知ってもらうことができた。
イベントを企画することの難しさ、準備を進めるときに計画を立て
ることの重要性、連絡の必要性などを学ぶことができた。また、今回イベントを行うことにより、企画をする能力や
必要な計画を立てる能力が向上した。そして、自らイベントを企画してみようと自主的に考えられるようになった。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

柳ゼミ 経営学部
やなぎ

VISSEL≪KOBE≫GAKUIN UNIVERSITY ANNIVERSARY PROJECT
本学がサッカーJ1リーグのヴィッセル神戸とパートナーシップ契約を結んでいるこ
とを活用することで、大学のブランド力を向上させることを目的に、オリジナルコラ
ボ商品の開発やホームゲームの一日を「神戸学院DAY」とするなどの活動を行う。
『VISSEL KOBE GAKUIN UNIVERSITY Anniversary Project』　10月24日（土）開催
オリジナルコラボグッズの作成や限定チケットを販売することで、学内外にヴィッセル
神戸とパートナーシップ契約を結んでいることをアピールすることができた。また、電車内の広告ポスターやテレビ番組
でも取り上げてもらうことができ、さらに広く知名度を上げることができた。
ビジネスを企画から実施段階までやり遂げるための方法を学べた。ヴィッセル神戸という外部の企業に協力をしてもらうため、企画をスピーディに進めることが重要
であると感じた。ビジネスコミュニケーション能力やメールの打ち方、企画書やプレゼンテーションの作成方法など、今後社会人として必要な能力が身に付いた。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

枸杞仁 薬学部
く こ に ん

薬学生が作る食用生薬の健康茶
食用生薬を用いた健康茶を学生の手で開発し、オープンキャンパ
スや大学祭などのイベントで配布する。さらに企業と連携し神戸学
院オリジナル商品として販売することも視野に入れて活動する。
試飲　オープンキャンパス 8月、大学祭 11月
薬学部に親しみを持ってもらうことができ、また、漢方薬を知っても
らうきっかけになった。試飲をしてもらうことにより、どのような味
が万人に受けやすいのかを知ることができた。
外部に働きかけることや、万人受けする健康茶をつくることの難しさを知ることができた。そして、一つの食品を
作るためには、多くの労力と時間が必要であると分かった。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

SEAGULL RESCUE 現代社会学部
シーガル レスキュー

ちびっこBOUSAIトライアスロン
ポートアイランドキャンパスで地域の児童と親を対象に、心肺蘇生
術やロープ結索術など災害時に役立つ知識と技術の体験学習を
実施する。
ちびっこBOUSAIトライアスロン　11月21日（土）開催
防災教育の新しいやり方の形を作ることができた。メンバーにとっ
ては、訓練の質を上げ、スキルアップにもつながるものとなった。
防災意識の向上も含め、プロジェクトを遂行するには、高いコミュ
ニケーション能力が必要であると感じた。また、イベントを行うには、様々な準備が必要であり、多くの人の力で
成り立っていることがよく分かった。新たな挑戦を行っていこうという意欲が生まれた。

企画名
活動内容

実施した企画
成　果

学生が学んだこと

    　2016年の大学創立50周年を記念し、2015年度から「学生    チャレンジプロジェクト」という新しい取り組みを始めました。
   本プロジェクトの目的は、大学の活性化・地域の活性化・社会貢    献等につながる学生の主体的・自主的な学びを支援することです。

学生の主体的な行動の結果、学生自身が成長し、さらには神    戸学院大学のブランド力が向上することを目指しています。
    2015年度は、6組の企画が採択され、  さまざまなプロジェクトを行いました。
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20162016

17教育後援会の主な取り組み18 教育後援会の主な取り組み

　学内朝食の100円での提供に伴
い発生する経費について、大学と折
半し、差額経費を補填しています。

　学費の支出が困難で緊急かつや
むを得ない場合、学費以内で修学に
必要な額の貸付を行っています。

　保証人または保証人の配偶者（学
生の両親に限る）のご逝去に伴う弔
慰金の支給を行っています。

　大学祭「135FESTIVAL」を企画する大学祭中央実行委員会（学
生団体）に対して、援助金を支給しています。模擬店やイベントを通
して学生が楽しむだけではなく、課外活動団体の成果発表や大学
と地域の交流の場としても、大学祭を大いに盛り上げてもらいたい
と思います。

　地域との交流などボラン
ティア活動の活性化を目的
に、ボランティア活動に参加す
る際に発生する交通費等を補
助しています。2015年度は、
茨城県常総市での土砂災害
支援ボランティアバス企画や、
和歌山県社会福祉協議会と合
同で行った災害体験ボラン
ティアバス企画の交通費等の
補助として活用され、多くの学
生が地域に貢献しました。

　より一層充実した学生生活が送れるよう
に、課外活動にも積極的に支援しています。
課外活動団体に対して活動費の支給や傷
害時の医療費等の補助、全国大会等出場時
の旅費等の補助などを行っています。また、
優秀な成績を残し、学生の模範となる学生
に対して、課外活動奨励金を支給し、応援し
ています。

　皆様は「教育後援会」をご存じでしょうか？初耳という方もいらっしゃるかもしれません。
　実は、「教育後援会」とは大学と家庭のかけ橋になるよう、1970年に学部在学生の父母で組織した
「父兄会」が前身です。その後、「教育後援会」と名を改め、大学の教育活動の発展を願って、保護者が協
力し合い、学修、学生生活をより有意義なものにしていくことを目的として結成された組織です。
　本会が取り組んでいる具体的な活動についてご説明します。

　新入生の保護者の皆さまに対して、大
学と教育後援会の基本的な取り組みなど
を掲載しています。各学部の特徴や大学
生活での注意など一冊にまとめています。

ボランティア活動の
援助

教育ガイドの発行

　神戸学院大学の現状を年3回お知らせしています。スポーツや文化
などでの学生の活躍や就職活動の状況など、特集記事として掲載す
るとともに、教育後援会の事業である「支部総会・教育懇談会」や「大
学見学会」の参加申込のご案内も行っております。ぜひ毎号ご覧くだ
さい。

会報の発行（年3回
）

弔慰金の支給 貸付金の貸付 100円朝食の補助

課外活動の援助大学祭の援助

教育後援会の主な取り組
み

その他

広報事業

　11月頭に開催される大学祭「135FESTIVAL」の期
間中に、保護者のご家族を対象にキャンパスツアーを
企画しています。お子様の学び舎をゆっくりと見学いた
だく良い機会で、お子様と大学についてお話しする際
にもイメージしやすくなります。それ以外にも、大学祭
での模擬店やステージでの発表、展示など自由に見学
いただき、お楽しみ頂け
ます。

大学見学会の開催

　全国18地区に大学教職員が訪ね、保護者の皆さまと
大学の現状に関する情報交換や親睦を図っています。
また、お子様の学修状況や成績、就職活動など学生生
活全般について、教職員と個別に懇談を行っており、気
になることも聞きやすい環境です。アットホームな雰囲
気で、保護者同士のつながりの場にもなっています。

支部総会・教育懇談
会の開催

交流事業

学生支援事業
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17教育後援会の主な取り組み18 教育後援会の主な取り組み

　学内朝食の100円での提供に伴
い発生する経費について、大学と折
半し、差額経費を補填しています。

　学費の支出が困難で緊急かつや
むを得ない場合、学費以内で修学に
必要な額の貸付を行っています。

　保証人または保証人の配偶者（学
生の両親に限る）のご逝去に伴う弔
慰金の支給を行っています。

　大学祭「135FESTIVAL」を企画する大学祭中央実行委員会（学
生団体）に対して、援助金を支給しています。模擬店やイベントを通
して学生が楽しむだけではなく、課外活動団体の成果発表や大学
と地域の交流の場としても、大学祭を大いに盛り上げてもらいたい
と思います。

　地域との交流などボラン
ティア活動の活性化を目的
に、ボランティア活動に参加す
る際に発生する交通費等を補
助しています。2015年度は、
茨城県常総市での土砂災害
支援ボランティアバス企画や、
和歌山県社会福祉協議会と合
同で行った災害体験ボラン
ティアバス企画の交通費等の
補助として活用され、多くの学
生が地域に貢献しました。

　より一層充実した学生生活が送れるよう
に、課外活動にも積極的に支援しています。
課外活動団体に対して活動費の支給や傷
害時の医療費等の補助、全国大会等出場時
の旅費等の補助などを行っています。また、
優秀な成績を残し、学生の模範となる学生
に対して、課外活動奨励金を支給し、応援し
ています。

　皆様は「教育後援会」をご存じでしょうか？初耳という方もいらっしゃるかもしれません。
　実は、「教育後援会」とは大学と家庭のかけ橋になるよう、1970年に学部在学生の父母で組織した
「父兄会」が前身です。その後、「教育後援会」と名を改め、大学の教育活動の発展を願って、保護者が協
力し合い、学修、学生生活をより有意義なものにしていくことを目的として結成された組織です。
　本会が取り組んでいる具体的な活動についてご説明します。

　新入生の保護者の皆さまに対して、大
学と教育後援会の基本的な取り組みなど
を掲載しています。各学部の特徴や大学
生活での注意など一冊にまとめています。

ボランティア活動の
援助

教育ガイドの発行

　神戸学院大学の現状を年3回お知らせしています。スポーツや文化
などでの学生の活躍や就職活動の状況など、特集記事として掲載す
るとともに、教育後援会の事業である「支部総会・教育懇談会」や「大
学見学会」の参加申込のご案内も行っております。ぜひ毎号ご覧くだ
さい。

会報の発行（年3回
）

弔慰金の支給 貸付金の貸付 100円朝食の補助

課外活動の援助大学祭の援助

教育後援会の主な取り組
み

その他

広報事業

　11月頭に開催される大学祭「135FESTIVAL」の期
間中に、保護者のご家族を対象にキャンパスツアーを
企画しています。お子様の学び舎をゆっくりと見学いた
だく良い機会で、お子様と大学についてお話しする際
にもイメージしやすくなります。それ以外にも、大学祭
での模擬店やステージでの発表、展示など自由に見学
いただき、お楽しみ頂け
ます。

大学見学会の開催

　全国18地区に大学教職員が訪ね、保護者の皆さまと
大学の現状に関する情報交換や親睦を図っています。
また、お子様の学修状況や成績、就職活動など学生生
活全般について、教職員と個別に懇談を行っており、気
になることも聞きやすい環境です。アットホームな雰囲
気で、保護者同士のつながりの場にもなっています。

支部総会・教育懇談
会の開催

交流事業

学生支援事業
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2016年度教育後援会役員のご紹介

会長

薬４

おおいし ひでお

大石 日出雄

副会長

経営３

やすい のりゆき

安井 典之

副会長

人文４

いしくら まなぶ

石倉　学

副会長

経済３

たかむら しんじ

高村 真次

監査

経済２

みやもと ゆうこ

宮本 裕子

監査

法３

たけうち まゆみ

竹内 真弓

北陸支部長

人文４

かぜばやし のりあき

風林 範昭

東海支部長

薬３

わかまつ のぶあき

若松 延昭

三重支部長

薬３

たなか まさあき

田中 雅章

京滋支部長

薬４

かわい けいこ

河合 圭子

大阪支部長

人文４

いしはら ひろゆき

石原 裕幸

兵庫支部長

法４

いわい ますみ

祝　真住

奈良支部長

経済３

おかうえ まさき

岡上 正樹

和歌山支部長

法３

やの のぶこ

矢野 伸子

山陰支部長

人文３

やまもと たかゆき

山本 孝之

岡山支部長

人文３

にしむら さとみ

西村 里美

広島支部長

人文３

なかした なおみ

中下 直美

山口支部長

栄養４

なかむら さちえ

中村 幸恵

徳島支部長

経営３

すどう たかし

数藤 教士

香川支部長

経営３

てらがみ なみ

寺上 奈美

高知支部長

経営４

くぼた まさき

久保田 正樹

九州北部支部長

薬５

あだち まさかず

足立 正和

愛媛支部長

経営４

ふじた よしか

藤田 美香

九州南部支部長

法 ４

さるわたり ひろみ

猿渡 博実

神戸学院大学  第71回 土曜公開講座

2016 Green Festival

神戸学院大学創立50周年記念

5月21日（土）
「介護予防と運動」

 総合リハビリテーション学部
助教　浅井 剛

介護予防には運動が効果的です。ではどんな運動をすれば良いの
でしょうか。実は年代によって取り組むべき運動は異なるのです。
この講座では実演を交え、各年代に必要な運動についてお話しし
ます。

「減災と情報 －巨大災害で生き残るために－ 」
阪神淡路大震災の教訓、東日本大震災の教訓は何かご存知です
か？　簡潔に言えば、阪神は建物の耐震化、東日本は津波からの
避難です。では、30年以内に発生するのが確実と言われている南
海トラフの巨大地震では、どう備えるべきなのか？毎年のように起
きる水害からどう身を守るか？をわかりやすく講演します。

6月4日（土） 現代社会学部
教授　安富 信

神戸学院大学
神戸学院大学 創立50周年記念

能『安達原  白頭』を観る会
シテ：上田貴弘（観世流）

5月24日（火）　17：20開演第376回

6月5日（日）　14：00開演第377回

神戸学院大学吹奏楽部
第30回サマーコンサート

指揮／松井隆司（音楽監督）

【本学課外活動団体による公演】 7月9日（土）　15：00開演第379回

コンテンポラリー・デュオ
村田厚生＆中村和枝

～トロンボーンとピアノによる新しい音楽の世界～

オペラ「奥様女中」とバロック・アリア集
6月18日（土）　13：30開演第378回

※当日11時からプレ・イヴェント「オペラ音楽の変遷、バロックから古典派へ」
（講演・対談）を開催
出演／横原千史（音楽学者・音楽評論家）、宇野文夫（本学人文学部教授・作曲家）
プレ・イヴェントの会場は9号館6階961視聴覚教室です

会場：有瀬キャンパスメモリアルホール（9号館6階）
主催：神戸学院大学　後援：兵庫県・（公財）神戸市民文化振興財団　参加：関西元気文化圏

※学生用入場券（ご家族の分もお渡しできます）を公演の1ヶ月前から2週間前までの期間にポートアイランドキャンパスは社会連携事務室、有瀬キャンパスは
学生支援事務室で配付します。残席がある場合は締め切り後も発行します。
※天候により中止になる場合があります。詳細はHPをご覧ください。http://www.kobegakuin.ac.jp/social_contribution/greenfes/

入場
無料

「中華人民共和国国歌の中にある日本
　　　　　　－『義勇軍行進曲』と『歌唱祖国』－ 」
中華人民共和国には大きな行事のあるときに歌われる歌が二つ
あります。国歌である『義勇軍行進曲』と第二国歌とも言われる
『歌唱祖国』です。この二つの歌には日本の存在が埋め込まれて
います。その成立過程と詞の内容をご紹介します。

7月2日（土） 共通教育センター
准教授　池田 磨左文

「言語とコミュニケーションを科学する」
普段何気なく使っている言葉に関して、皆さんはどれほど知って
いるでしょうか。この講演では、まず言語学の最先端であるコーパ
ス言語学の話題を中心に、言葉の実態を「見える化」してみようと
思います。また、言葉を用いないノン・ヴァーバルコミュニケーショ
ンに関してもいくつかの事例を紹介しながら分かりやすくお話す
る予定です。

7月16日（土） グローバル・コミュニケーション学部
准教授　仁科 恭徳

「コレステロールと食塩を理解して
　　　　　　心筋梗塞と脳卒中を防ごう！」
動脈硬化で起こる心筋梗塞、高血圧で起こる脳卒中を防ぐには、
コレステロール、脂肪酸、そして食塩について正しく理解すること
が大切です。これらに対応した適切な薬物療法と食事療法への取
り組みを医師の立場から解説します。

6月25日（土） 栄養学部
教授　藤岡 由夫

私たちのくらしをよくするために
2016年5月21日（土）～7月16日（土）
午後1時15分～午後2時45分
神戸学院大学 有瀬キャンパス9号館1階911講義室
〔神戸市西区伊川谷町有瀬518〕

テーマ

期　間

時　間

場　所

受講料無料

あだちがはら しろがしら
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2016年度教育後援会役員のご紹介

会長
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おおいし ひでお

大石 日出雄

副会長

経営３

やすい のりゆき

安井 典之

副会長

人文４

いしくら まなぶ

石倉　学

副会長

経済３

たかむら しんじ

高村 真次

監査

経済２

みやもと ゆうこ

宮本 裕子

監査

法３

たけうち まゆみ

竹内 真弓

北陸支部長

人文４

かぜばやし のりあき

風林 範昭

東海支部長

薬３

わかまつ のぶあき

若松 延明

三重支部長

薬３

たなか まさあき

田中 雅章

京滋支部長

薬４

かわい けいこ

河合 圭子

大阪支部長

人文４

いしはら ひろゆき

石原 裕幸

兵庫支部長

法４

いわい ますみ

祝　真住

奈良支部長

経済３

おかうえ まさき

岡上 正樹

和歌山支部長

法３

やの のぶこ

矢野 伸子

山陰支部長

人文３

やまもと たかゆき

山本 孝之

岡山支部長

人文３

にしむら さとみ

西村 里美

広島支部長

人文３

なかした なおみ

中下 直美

山口支部長

栄養４

なかむら さちえ

中村 幸恵

徳島支部長

経営３

すどう たかし

数藤 教士

香川支部長

経営３

てらがみ なみ

寺上 奈美

高知支部長

経営４

くぼた まさき

久保田 正樹

九州北部支部長

薬５

あだち まさかず

足立 正和

愛媛支部長

経営４

ふじた よしか

藤田 美香

九州南部支部長

法 ４

さるわたり ひろみ

猿渡 博実

神戸学院大学  第71回 土曜公開講座

2016 Green Festival

神戸学院大学創立50周年記念

5月21日（土）
「介護予防と運動」

 総合リハビリテーション学部
助教　浅井 剛

介護予防には運動が効果的です。ではどんな運動をすれば良いの
でしょうか。実は年代によって取り組むべき運動は異なるのです。
この講座では実演を交え、各年代に必要な運動についてお話しし
ます。

「減災と情報 －巨大災害で生き残るために－ 」
阪神淡路大震災の教訓、東日本大震災の教訓は何かご存知です
か？　簡潔に言えば、阪神は建物の耐震化、東日本は津波からの
避難です。では、30年以内に発生するのが確実と言われている南
海トラフの巨大地震では、どう備えるべきなのか？毎年のように起
きる水害からどう身を守るか？をわかりやすく講演します。

6月4日（土） 現代社会学部
教授　安富 信

神戸学院大学
神戸学院大学 創立50周年記念

能『安達原  白頭』を観る会
シテ：上田貴弘（観世流）

5月24日（火）　17：20開演第376回

6月5日（日）　14：00開演第377回

神戸学院大学吹奏楽部
第30回サマーコンサート

指揮／松井隆司（音楽監督）

【本学課外活動団体による公演】 7月9日（土）　15：00開演第379回

コンテンポラリー・デュオ
村田厚生＆中村和枝

～トロンボーンとピアノによる新しい音楽の世界～

オペラ「奥様女中」とバロック・アリア集
6月18日（土）　13：30開演第378回

※当日11時からプレ・イヴェント「オペラ音楽の変遷、バロックから古典派へ」
（講演・対談）を開催
出演／横原千史（音楽学者・音楽評論家）、宇野文夫（本学人文学部教授・作曲家）
プレ・イヴェントの会場は9号館6階961視聴覚教室です

会場：有瀬キャンパスメモリアルホール（9号館6階）
主催：神戸学院大学　後援：兵庫県・（公財）神戸市民文化振興財団　参加：関西元気文化圏

※学生用入場券（ご家族の分もお渡しできます）を公演の1ヶ月前から2週間前までの期間にポートアイランドキャンパスは社会連携事務室、有瀬キャンパスは
学生支援事務室で配付します。残席がある場合は締め切り後も発行します。
※天候により中止になる場合があります。詳細はHPをご覧ください。http://www.kobegakuin.ac.jp/social_contribution/greenfes/

入場
無料

「中華人民共和国国歌の中にある日本
　　　　　　－『義勇軍行進曲』と『歌唱祖国』－ 」
中華人民共和国には大きな行事のあるときに歌われる歌が二つ
あります。国歌である『義勇軍行進曲』と第二国歌とも言われる
『歌唱祖国』です。この二つの歌には日本の存在が埋め込まれて
います。その成立過程と詞の内容をご紹介します。

7月2日（土） 共通教育センター
准教授　池田 磨左文

「言語とコミュニケーションを科学する」
普段何気なく使っている言葉に関して、皆さんはどれほど知って
いるでしょうか。この講演では、まず言語学の最先端であるコーパ
ス言語学の話題を中心に、言葉の実態を「見える化」してみようと
思います。また、言葉を用いないノン・ヴァーバルコミュニケーショ
ンに関してもいくつかの事例を紹介しながら分かりやすくお話す
る予定です。

7月16日（土） グローバル・コミュニケーション学部
准教授　仁科 恭徳

「コレステロールと食塩を理解して
　　　　　　心筋梗塞と脳卒中を防ごう！」
動脈硬化で起こる心筋梗塞、高血圧で起こる脳卒中を防ぐには、
コレステロール、脂肪酸、そして食塩について正しく理解すること
が大切です。これらに対応した適切な薬物療法と食事療法への取
り組みを医師の立場から解説します。

6月25日（土） 栄養学部
教授　藤岡 由夫

私たちのくらしをよくするために
2016年5月21日（土）～7月16日（土）
午後1時15分～午後2時45分
神戸学院大学 有瀬キャンパス9号館1階911講義室
〔神戸市西区伊川谷町有瀬518〕

テーマ

期　間

時　間

場　所

受講料無料

あだちがはら しろがしら

070110　神戸学院大学　教育講演会会報138号　P19-20

16/030501m→031601m→032901m→033001m→033002m→
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〈
経
済
援
助
に
つ
い
て
〉

　
家
計
が
急
変
し
、経
済
的
理
由
で
学
費

納
入
が
困
難
と
な
って
い
る
学
生
に
対
し
、

定
期
募
集
以
外
に
も
随
時
奨
学
金
等
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。必
ず
学
費
納
入

最
終
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
各
キ
ャ
ン
パ

ス
学
生
支
援
事
務
室
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。な
お
、学
生
本
人
の
申
請
に
限
り

ま
す
。

（
１
）日
本
学
生
支
援
機
構
第一種・第
二

種
奨
学
金（
緊
急・応
急
採
用
）

　
・
貸
与
金
額

　
　
学
部
生（
第一種
）自
宅…

月
額
３
万

円
ま
た
は
５
万
４
千
円
、自
宅
外…

月
額
３
万
円
ま
た
は
６
万
４
千
円

　
　

学
部
生（
第
二
種
）月
額
３
万
円・５

万
円・８
万
円・10
万
円・12
万
円
い

ず
れ
か
を
選
択（
薬
学
部
生
の
み
貸

与
月
額
の
特
別
増
額
あ
り
）

　
・
出
願
資
格
：
主
た
る
家
計
支
持
者
の

失
職
、
破
産
、
事
故
、
病
気
も
し
く

は
死
亡
等
ま
た
は
震
災
、
風
水
害
、

火
災
そ
の
他
の
災
害
等
に
よ
り
家
計

が
急
変
し
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た

月
か
ら
12
月
を
超
え
な
い
期
間
内
に

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
者

　
・
期
間
：
採
用
年
度
末
ま
で
（
日
本

学
生
支
援
機
構
が
認
め
た
場
合
は
、

翌
年
度
末
ま
で
貸
与
が
継
続
さ
れ

ま
す
）

　
・
返
還
：
貸
与
終
了
後
に
返
還
〔
第

一
種
無
利
子
・
第
二
種
有
利
子

（
年
利
上
限
３
％
）
〕

（
２
）神
戸
学
院
大
学
臨
時
貸
与
奨
学
金

　
・
貸
与
金
額
：
未
納
付
学
費
相
当
額

以
内

　
・
採
用
人
数
：
若
干
名

　

・
出
願
資
格
：
家
計
急
変
等
の
理
由

に
よ
り
学
費
の
納
入
が
著
し
く
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者

　
・
期
間
：
当
該
年
度
限
り

　

・
返
還
：
卒
業
後
に
返
還（
卒
業
後

年
利
1.5
％
）

（
３
）神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
貸
付
金

　
・
貸
与
金
額
：
未
納
付
学
費
相
当
額

以
内

　
・
採
用
人
数
：
若
干
名

　

・
出
願
資
格
：
個
人
の
場
合
は
、学

費
、海
外
留
学
な
ど
勉
学
の
継
続
及

び
向
上
の
理
由
に
限
り
、緊
急
か
つ

止
む
を
得
な
い
場
合
と
し
、課
外
活

動
団
体
の
場
合
は
、課
外
活
動
上

必
要
な
理
由
で
、不
慮
の
事
故
、災

害
等
緊
急
か
つ
止
む
を
得
な
い
場

合
と
す
る
。

　

・
返
還
：
貸
付
を
受
け
た
年
度
内
に

返
還

（
４
）神
戸
学
院
大
学
同
窓
会
災
害
等
奨

学
金

　
・
支
給
金
額
：
年
額
最
高
金
額
30
万

円

　

・
出
願
資
格
：
自
然
災
害
等
、不
測

の
事
態
に
よ
る
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
困
難
な
者

　
・
支
給
回
数
：
在
学
中
に
１
回
限
り

〈
学
費
分
納
制
度
〉

　
学
費
の
分
割
納
入
を
希
望
す
る
方
は
、

学
費
分
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
納
入
方
法
は
前
期
分
の
学
費
を
４
月・

５
月・６
月・７
月
に
、後
期
は
後
期
分
の

学
費
を
10
月・11
月・12
月・１
月
と
そ
れ

ぞ
れ
４
分
の
１
ず
つ
に
分
け
て
納
入
し
ま

す
。な
お
、前
期
学
費
分
納
の
申
請
期
間

は
４
月
１
日
〜
４
月
15
日
で
す
。後
期
分

の
申
請
書
類
の
配
付
は
、９
月
25
日
か
ら

10
月
14
日
ま
で
、提
出
は
10
月
１
日
か
ら

10
月
17
日
ま
で
で
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

奨
学
金
専
用
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。申
請
用
紙
は
、窓
口
で
受
け
取
る
か
、

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
提
出
く
だ
さ
い
。な
お
、学
生
本
人
の

申
請
に
限
り
ま
す
。

〈
大
学
提
携
教
育
ロ
ー
ン
〉

　
学
生
の
保
護
者
を
融
資
対
象
と
し
、学

費
相
当
額
に
つ
い
て
低
利
子
で
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る「
大
学
提
携
教
育

ロ
ー
ン
」を
下
表
の
企
業
と
提
携
し
て
取

事務室
Information

学
生
支
援
事
務
室

大学提携教育ローンのご案内

オリコ学費
サポートプラン

株式会社
オリエント
コーポレーション

10万円以上500万円以下（ご利用累計合計額）
※薬学部は700万円以下
＊1回あたりのご利用額は納付書の記載金額と
なります。

分割払手数料：3．80％
（実質年率・固定）
〈2016年4月現在〉

入学金、
学費等の
学納金

悠裕プラン 株式会社
ジャックス

20万円以上500万円以下
（1回のお申込あたり）
＊ご利用額の上限は納付書の記載金額となりま
す。

分割払手数料：3．90％
（実質年率・固定）
〈2016年3月現在〉

入学金、
学費等の
学納金

－

学費クレジット 株式会社
セディナ

5万円以上500万円以下（ご利用累計合計額）
＊1回あたりのご利用額は納付書の記載金額と
なります。

分割払手数料：3．75％
（実質年率・固定）
〈2016年3月現在〉

入学金、
学費等の
学納金

－

－

神戸学院大学
提携教育ローン

三井住友銀行の
本支店

変動金利型：
1年以上10年以内
（6ヵ月単位）

入学金、
学費等の
学納金

10万円以上300万円以下（1万円単位） 変動金利型：3．475％
〈2016年3月現在〉

名　称 提携企業 融資金使途 融資金額 融資利率 融資期間

交換・派遣　留学プログラム

東北師範
大学

中国
長春 若干名

HSK（漢語水平考試）6級以上（大学院生）または5級以上（学部生）を
取得している者。またはそれと同等の力を有する者。あるいは、中国
語圏における留学経験（通年）を有する者。

毎年9月から約1年
（大学院生は1年または半期）

朝鮮大学校 韓国
光州 3名

生活に必要な韓国語の能力又はそれ以上の能力を有する者（韓国語
能力試験1 級又は2級程度）

毎年2月から約1年または半期

祥明大学校 韓国
ソウル市 2名毎年2月から約1年

韓国航空
大学校

韓国
高陽 2名毎年2月から約1年 韓国語能力試験3級以上

リーズ大学 英国
イングランド 4名 TOEFL OFFICIAL　SCORE　REPORTのオリジナル

又はIELTSの成績証明書（Test Report Form）を提出できる者。毎年9月から約1年

アルスター
大学

英国
北アイルランド 3名毎年9月から約1年

南開大学 中国
天津 3名 本学で開講する中国語初級Ⅰ及びⅡの評価がSまたはA評価である者。

又は中国語検定試験4級以上の者。毎年2月から約1年

グリフィス
大学

オーストラリア
ブリスベーン 4名毎年2月から約1年

大学名 所在地 期間 募集人数 応募資格

http://www.kobegakuin.ac.jp/support/scholarship/education_loan/詳細は、大学ウェブページ
からご覧いただけます

り
扱
って
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、提
携
企
業
へ
問
い

合
わ
せ
、ま
た
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
大

学
提
携
教
育
ロ
ー
ン
制
度
）を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
教
育
後
援
会
会
員
の
皆
様
に
、図
書
館

への
入
館
お
よ
び
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行
って

い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

カ
ー
ド
発
行
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受　
　
付
：
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

・
有
効
期
限
：
学
生
の
在
学
期
間

・
貸
出
冊
数
：
２
冊

・
貸
出
期
間
：
２
週
間

・
必
要
な
物
：
学
籍
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
、ご
自
身
の
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
な
ど
）

・
発
行
料
金
：
無
料

※

両
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
の
カ
ー
ド
で
す
。

　
本
学
で
は
学
費
を
前
期
、後
期
に
分
け

て
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

す
で
に
前
期
分
に
つ
い
て
は
、振
込
用

紙
を
４
月
上
旬
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、５
月
２
日（
月
）ま
で
に
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。振
込
期
限
内
に
納
入
さ
れ
な

か
っ
た
方
に
は
、新
た
に
延
滞
料（
下
表
参

照
）を
加
え
た
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、期
限
切
れ
の
振
込
用
紙
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、振
込
用
紙
を
汚
損・破
損・紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、再
発
行
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
学
に
は
１
年
ま
た
は
半
期
に
わ
た
っ

て
海
外
で
勉
強
す
る
交
換・派
遣
留
学
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。留
学
中
に
取
得
し
た

単
位
は
、一定
の
条
件
の
下
で
本
学
で
の
卒

業
所
要
単
位
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、い
ず
れ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

し
て
も
、決
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
せ
ば
、

大
学
か
ら
奨
学
金（一時
金
）が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

本
学
主
催
の
海
外
短
期
研
修
は
左
記

の
通
り
で
す
。い
ず
れ
の
研
修
も「
海
外

地
域
研
修（
４
単
位
）」等
の
認
定
が
可

能
で
す
。お
子
様
が
国
際
的
な
感
覚
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
も
研
修
へ
の
参
加
を
ぜ

ひ
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｃ（
ジ
ョ
ン・ア
ボ
ッ
ト・カ
レ
ッ

ジ
）夏
期
語
学
研
修

　
カ
ナ
ダ・モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
野
外
研
修
も
盛
り
込
ん
だ
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム（
８
月
12
日
〜
９
月
４
日
）

◆ 

中
国
研
修
セ
ミ
ナ
ー

　
中
国・天
津
の
南
開
大
学
で
寮
生
活
を

し
な
が
ら
、中
国
語
会
話
と
中
国
文
化
に

関
す
る
研
修
を
行
い
ま
す
。承
徳
や
北
京

へ
の
研
修
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
８
月
９

日
〜
９
月
５
日
）

◆ 

ア
デ
レ
ー
ド
大
学
春
期
研
修

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ア
デ
レ
ー
ド
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
英
語
と
国
際
関
係

を
学
び
ま
す
。春
休
み
中
の
研
修
。（
２
月

上
旬
〜
３
月
上
旬
）（
予
定
）

◆ 

ア
メ
リ
カ
薬
学
研
修

　
ア
メ
リ
カ
西
部
の
大
学
薬
学
部
を
訪
問

し
、講
義
や
実
習
を
受
け
、両
校
の
学
生

間
の
交
流
も
深
め
ま
す
。ま
た
、病
院
見

学
や
調
剤
薬
局
の
見
学
、ヨ
セ
ミ
テ
国
立

公
園
や
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
等
の
観
光

を
行
い
ま
す
。（
２
月
25
日
〜
３
月
９
日
）

図
書
館
事
務
室

経
理
事
務
室

国
際
交
流
支
援
事
務
室

前期学費納入期間
納入期間 振込金額 滞納期間 振込用紙送付

4/1～4/30

5/1～5/31

6/1～6/30

7/1～7/31

学　費

学費＋1，000円（延滞料）

学費＋2，000円（延滞料）

学費＋12，000円（延滞料＋復籍料）

－

1ヵ月

2ヵ月

復籍期間

4月上旬

5月上旬

6月上旬

7月除籍通知発送時

除　　籍

（注） 納入期間の末日が、金融機関の休業日にあたる場合は、その翌営業日が期限
となります。

交
換
留
学

派
遣
留
学

Click!

070110　神戸学院大学　教育講演会会報138号　P21-22
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〈
経
済
援
助
に
つ
い
て
〉

　
家
計
が
急
変
し
、経
済
的
理
由
で
学
費

納
入
が
困
難
と
な
って
い
る
学
生
に
対
し
、

定
期
募
集
以
外
に
も
随
時
奨
学
金
等
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。必
ず
学
費
納
入

最
終
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
各
キ
ャ
ン
パ

ス
学
生
支
援
事
務
室
ま
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。な
お
、学
生
本
人
の
申
請
に
限
り

ま
す
。

（
１
）日
本
学
生
支
援
機
構
第一種・第
二

種
奨
学
金（
緊
急・応
急
採
用
）

　
・
貸
与
金
額

　
　
学
部
生（
第一種
）自
宅…

月
額
３
万

円
ま
た
は
５
万
４
千
円
、自
宅
外…

月
額
３
万
円
ま
た
は
６
万
４
千
円

　
　

学
部
生（
第
二
種
）月
額
３
万
円・５

万
円・８
万
円・10
万
円・12
万
円
い

ず
れ
か
を
選
択（
薬
学
部
生
の
み
貸

与
月
額
の
特
別
増
額
あ
り
）

　
・
出
願
資
格
：
主
た
る
家
計
支
持
者
の

失
職
、
破
産
、
事
故
、
病
気
も
し
く

は
死
亡
等
ま
た
は
震
災
、
風
水
害
、

火
災
そ
の
他
の
災
害
等
に
よ
り
家
計

が
急
変
し
、
そ
の
事
由
が
発
生
し
た

月
か
ら
12
月
を
超
え
な
い
期
間
内
に

修
学
が
困
難
に
な
っ
た
者

　
・
期
間
：
採
用
年
度
末
ま
で
（
日
本

学
生
支
援
機
構
が
認
め
た
場
合
は
、

翌
年
度
末
ま
で
貸
与
が
継
続
さ
れ

ま
す
）

　
・
返
還
：
貸
与
終
了
後
に
返
還
〔
第

一
種
無
利
子
・
第
二
種
有
利
子

（
年
利
上
限
３
％
）
〕

（
２
）神
戸
学
院
大
学
臨
時
貸
与
奨
学
金

　
・
貸
与
金
額
：
未
納
付
学
費
相
当
額

以
内

　
・
採
用
人
数
：
若
干
名

　

・
出
願
資
格
：
家
計
急
変
等
の
理
由

に
よ
り
学
費
の
納
入
が
著
し
く
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者

　
・
期
間
：
当
該
年
度
限
り

　

・
返
還
：
卒
業
後
に
返
還（
卒
業
後

年
利
1.5
％
）

（
３
）神
戸
学
院
大
学
教
育
後
援
会
貸
付
金

　
・
貸
与
金
額
：
未
納
付
学
費
相
当
額

以
内

　
・
採
用
人
数
：
若
干
名

　

・
出
願
資
格
：
個
人
の
場
合
は
、学

費
、海
外
留
学
な
ど
勉
学
の
継
続
及

び
向
上
の
理
由
に
限
り
、緊
急
か
つ

止
む
を
得
な
い
場
合
と
し
、課
外
活

動
団
体
の
場
合
は
、課
外
活
動
上

必
要
な
理
由
で
、不
慮
の
事
故
、災

害
等
緊
急
か
つ
止
む
を
得
な
い
場

合
と
す
る
。

　

・
返
還
：
貸
付
を
受
け
た
年
度
内
に

返
還

（
４
）神
戸
学
院
大
学
同
窓
会
災
害
等
奨

学
金

　
・
支
給
金
額
：
年
額
最
高
金
額
30
万

円

　

・
出
願
資
格
：
自
然
災
害
等
、不
測

の
事
態
に
よ
る
経
済
的
理
由
に
よ
り

修
学
困
難
な
者

　
・
支
給
回
数
：
在
学
中
に
１
回
限
り

〈
学
費
分
納
制
度
〉

　
学
費
の
分
割
納
入
を
希
望
す
る
方
は
、

学
費
分
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
納
入
方
法
は
前
期
分
の
学
費
を
４
月・

５
月・６
月・７
月
に
、後
期
は
後
期
分
の

学
費
を
10
月・11
月・12
月・１
月
と
そ
れ

ぞ
れ
４
分
の
１
ず
つ
に
分
け
て
納
入
し
ま

す
。な
お
、前
期
学
費
分
納
の
申
請
期
間

は
４
月
１
日
〜
４
月
15
日
で
す
。後
期
分

の
申
請
書
類
の
配
付
は
、９
月
25
日
か
ら

10
月
14
日
ま
で
、提
出
は
10
月
１
日
か
ら

10
月
17
日
ま
で
で
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

奨
学
金
専
用
掲
示
板
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。申
請
用
紙
は
、窓
口
で
受
け
取
る
か
、

大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
提
出
く
だ
さ
い
。な
お
、学
生
本
人
の

申
請
に
限
り
ま
す
。

〈
大
学
提
携
教
育
ロ
ー
ン
〉

　
学
生
の
保
護
者
を
融
資
対
象
と
し
、学

費
相
当
額
に
つ
い
て
低
利
子
で
融
資
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る「
大
学
提
携
教
育

ロ
ー
ン
」を
下
表
の
企
業
と
提
携
し
て
取

事務室
Information

学
生
支
援
事
務
室

大学提携教育ローンのご案内

オリコ学費
サポートプラン

株式会社
オリエント
コーポレーション

10万円以上500万円以下（ご利用累計合計額）
※薬学部は700万円以下
＊1回あたりのご利用額は納付書の記載金額と
なります。

分割払手数料：3．80％
（実質年率・固定）
〈2016年4月現在〉

入学金、
学費等の
学納金

悠裕プラン 株式会社
ジャックス

20万円以上500万円以下
（1回のお申込あたり）
＊ご利用額の上限は納付書の記載金額となりま
す。

分割払手数料：3．90％
（実質年率・固定）
〈2016年3月現在〉

入学金、
学費等の
学納金

－

学費クレジット 株式会社
セディナ

5万円以上500万円以下（ご利用累計合計額）
＊1回あたりのご利用額は納付書の記載金額と
なります。

分割払手数料：3．75％
（実質年率・固定）
〈2016年3月現在〉

入学金、
学費等の
学納金

－

－

神戸学院大学
提携教育ローン

三井住友銀行の
本支店

変動金利型：
1年以上10年以内
（6ヵ月単位）

入学金、
学費等の
学納金

10万円以上300万円以下（1万円単位） 変動金利型：3．475％
〈2016年3月現在〉

名　称 提携企業 融資金使途 融資金額 融資利率 融資期間

交換・派遣　留学プログラム

東北師範
大学

中国
長春 若干名

HSK（漢語水平考試）6級以上（大学院生）または5級以上（学部生）を
取得している者。またはそれと同等の力を有する者。あるいは、中国
語圏における留学経験（通年）を有する者。

毎年9月から約1年
（大学院生は1年または半期）

朝鮮大学校 韓国
光州 3名

生活に必要な韓国語の能力又はそれ以上の能力を有する者（韓国語
能力試験1 級又は2級程度）

毎年2月から約1年または半期

祥明大学校 韓国
ソウル市 2名毎年2月から約1年

韓国航空
大学校

韓国
高陽 2名毎年2月から約1年 韓国語能力試験3級以上

リーズ大学 英国
イングランド 4名 TOEFL OFFICIAL　SCORE　REPORTのオリジナル

又はIELTSの成績証明書（Test Report Form）を提出できる者。毎年9月から約1年

アルスター
大学

英国
北アイルランド 3名毎年9月から約1年

南開大学 中国
天津 3名 本学で開講する中国語初級Ⅰ及びⅡの評価がSまたはA評価である者。

又は中国語検定試験4級以上の者。毎年2月から約1年

グリフィス
大学

オーストラリア
ブリスベーン 4名毎年2月から約1年

大学名 所在地 期間 募集人数 応募資格

http://www.kobegakuin.ac.jp/support/scholarship/education_loan/詳細は、大学ウェブページ
からご覧いただけます

り
扱
って
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、提
携
企
業
へ
問
い

合
わ
せ
、ま
た
は
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
大

学
提
携
教
育
ロ
ー
ン
制
度
）を
ご
参
照
く

だ
さ
い
。

　
教
育
後
援
会
会
員
の
皆
様
に
、図
書
館

への
入
館
お
よ
び
貸
出
サ
ー
ビ
ス
を
行
って

い
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

カ
ー
ド
発
行
の
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
受　
　
付
：
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー

・
有
効
期
限
：
学
生
の
在
学
期
間

・
貸
出
冊
数
：
２
冊

・
貸
出
期
間
：
２
週
間

・
必
要
な
物
：
学
籍
番
号
が
確
認
で
き

る
も
の
、ご
自
身
の
身
分
証
明
書（
運

転
免
許
証
な
ど
）

・
発
行
料
金
：
無
料

※

両
キ
ャ
ン
パ
ス
共
通
の
カ
ー
ド
で
す
。

　
本
学
で
は
学
費
を
前
期
、後
期
に
分
け

て
納
入
し
て
い
た
だ
く
よ
う
に
お
願
い
し

て
い
ま
す
。

　

す
で
に
前
期
分
に
つ
い
て
は
、振
込
用

紙
を
４
月
上
旬
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
の

で
、５
月
２
日（
月
）ま
で
に
納
入
し
て
く

だ
さ
い
。振
込
期
限
内
に
納
入
さ
れ
な

か
っ
た
方
に
は
、新
た
に
延
滞
料（
下
表
参

照
）を
加
え
た
振
込
用
紙
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、期
限
切
れ
の
振
込
用
紙
は
使
用

し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、振
込
用
紙
を
汚
損・破
損・紛
失

さ
れ
た
場
合
は
、再
発
行
し
ま
す
の
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

本
学
に
は
１
年
ま
た
は
半
期
に
わ
た
っ

て
海
外
で
勉
強
す
る
交
換・派
遣
留
学
の

制
度
が
あ
り
ま
す
。留
学
中
に
取
得
し
た

単
位
は
、一定
の
条
件
の
下
で
本
学
で
の
卒

業
所
要
単
位
に
認
定
さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、い
ず
れ
の
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
対

し
て
も
、決
め
ら
れ
た
条
件
を
満
た
せ
ば
、

大
学
か
ら
奨
学
金（一時
金
）が
支
給
さ
れ

ま
す
。

　

本
学
主
催
の
海
外
短
期
研
修
は
左
記

の
通
り
で
す
。い
ず
れ
の
研
修
も「
海
外

地
域
研
修（
４
単
位
）」等
の
認
定
が
可

能
で
す
。お
子
様
が
国
際
的
な
感
覚
を
身

に
つ
け
る
た
め
に
も
研
修
へ
の
参
加
を
ぜ

ひ
お
勧
め
く
だ
さ
い
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｃ（
ジ
ョ
ン・ア
ボ
ッ
ト・カ
レ
ッ

ジ
）夏
期
語
学
研
修

　
カ
ナ
ダ・モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
に
て
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
や
野
外
研
修
も
盛
り
込
ん
だ
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム（
８
月
12
日
〜
９
月
４
日
）

◆ 

中
国
研
修
セ
ミ
ナ
ー

　
中
国・天
津
の
南
開
大
学
で
寮
生
活
を

し
な
が
ら
、中
国
語
会
話
と
中
国
文
化
に

関
す
る
研
修
を
行
い
ま
す
。承
徳
や
北
京

へ
の
研
修
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
８
月
９

日
〜
９
月
５
日
）

◆ 

ア
デ
レ
ー
ド
大
学
春
期
研
修

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア・ア
デ
レ
ー
ド
で
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
英
語
と
国
際
関
係

を
学
び
ま
す
。春
休
み
中
の
研
修
。（
２
月

上
旬
〜
３
月
上
旬
）（
予
定
）

◆ 

ア
メ
リ
カ
薬
学
研
修

　
ア
メ
リ
カ
西
部
の
大
学
薬
学
部
を
訪
問

し
、講
義
や
実
習
を
受
け
、両
校
の
学
生

間
の
交
流
も
深
め
ま
す
。ま
た
、病
院
見

学
や
調
剤
薬
局
の
見
学
、ヨ
セ
ミ
テ
国
立

公
園
や
グ
ラ
ン
ド
キ
ャ
ニ
オ
ン
等
の
観
光

を
行
い
ま
す
。（
２
月
25
日
〜
３
月
９
日
）

図
書
館
事
務
室

経
理
事
務
室

国
際
交
流
支
援
事
務
室

前期学費納入期間
納入期間 振込金額 滞納期間 振込用紙送付

4/1～4/30

5/1～5/31

6/1～6/30

7/1～7/31

学　費

学費＋1，000円（延滞料）

学費＋2，000円（延滞料）

学費＋12，000円（延滞料＋復籍料）

－

1ヵ月

2ヵ月

復籍期間

4月上旬

5月上旬

6月上旬

7月除籍通知発送時

除　　籍

（注） 納入期間の末日が、金融機関の休業日にあたる場合は、その翌営業日が期限
となります。

交
換
留
学

派
遣
留
学

Click!
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2016年度教育後援会総会

2016年度教育後援会支部総会・教育懇談会
　兵庫県外にお住まいの保護者
の方も気軽にご参加いただける
よう、2016年度も全国18地区
にて教育懇談会を開催します。
ぜひご参加ください。
※詳細は、同封の『2016年度支
部総会・教育懇談会のご案内』
をご覧ください。
※出席を希望される方は、申込
締切日までに、同封のハガキ
にてお申し込みください。

各支部では、支部活動に携
わっていただける役員の募
集をしています。ご希望の
方は、教育後援会事務局
（078－974－1551）までご
連絡宜しくお願いします。
また、各支部より支部役員
のお誘いの連絡が入る場合
もありますので、ご了承くだ
さい。

　2016年度の教育後援会総会は昨年と同様兵庫支部総会と同日に開催されます。総会では予算・決算・会務計画等の
審議が行われますので、兵庫会場にお越しの方はご出席ください。
　また、総会が終了後、キャリアセンターによる就職説明会や、兵庫支部総会、昼食懇親会、各学部の教員との個別懇談
を予定しておりますので、併せてご参加よろしくお願いします。

※本学は駐車場がございません。お越しの
際には公共交通機関をご利用ください。
近隣商業施設等への迷惑駐車はお控え
ください。

2016年度教育後援会総会

2016年5月22日（日）
10：00～11：00 
（受付9：30～）

■ 日時
神戸学院大学
ポートアイランドキャンパス
D101講義室（D号館1階）

■ 場所

支部役員の募集

開催都市支部（地区） 会　場開催日

神 戸 市

金 沢 市

大 阪 市

津 市

福 岡 市

高 松 市

名古屋市

松 山 市

京 都 市

和歌山市

広 島 市

山 口 市

徳 島 市

熊 本 市

橿 原 市

高 知 市

米 子 市

岡 山 市

兵 庫

北 陸

大 阪

三 重

九州北部

香 川

東 海

愛 媛

京 滋

和 歌 山

広 島

山 口

徳 島

九州南部

奈 良

高 知

山 陰

岡 山

神戸学院大学ポートアイランドキャンパス

ガーデンホテル金沢

阪急ターミナルスクエア・17

ホテルグリーンパーク津

福岡サンパレス

高松東急REIホテル

名古屋マリオットアソシアホテル

国際ホテル松山

アパホテル京都駅前

ルミエール華月殿

メルパルクHIROSHIMA

山ログランドホテル

ホテルクレメント徳島

ホテルニューオータニ熊本

橿原ロイヤルホテル

高知商工会館

米子ワシントンホテルプラザ

岡山ロイヤルホテル

5月 22日（日）

5月 29日（日）

6月 4日（土）

6月 4日（土）

6月 5日（日）

6月 12日（日）

6月 18日（土）

6月 18日（土）

6月 19日（日）

6月 25日（土）

6月 25日（土）

6月 26日（日）

7月 2日（土）

7月 2日（土）

7月 3日（日）

7月 9日（土）

7月 10日（日）

7月 10日（日）

神戸学院大学 教育後援会
〒651-2180　兵庫県神戸市西区伊川谷町有瀬518番
TEL：078-974-1551（代）　MAIL：kouenkai@j.kobegakuin.ac.jp
http://www.kobegakuin.ac.jp/support/education_support/

地球環境保護のため、この印刷物にはFSC®認証紙および植物油インキを使用しています。

公式HPだけでは紹介しきれない神戸学院大学の
魅力を、随時更新しお伝えしています。

http://www.facebook.com/kobegakuinUniversity

facebook

★皆さまからの　　いいね！も
　お待ちしています。
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神戸学院大学創立50周年
特別三者対談

特 集
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